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議案第３０号　町道路線の変更について

議案第３１号　町道路線の認定について

議案第３２号　定住自立圏の形成に関する協定の一部を変更する協定について
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議案第１１号　上毛町重度障害者医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例について
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○　会　議　の　経　過　（初日）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　開会　午前１０時００分

○議長（坪根秀介君）皆さん、おはようございます。定刻になりました。御起立をお願いいたします。一礼して御着席願います。礼。
　ただいまの出席議員は全員です。

　ただいまから平成２５年第１回上毛町議会定例会を開催します。

　これから、本日の会議を開きます。

　本日の議事日程は、お手元に運営資料を配付しておりますので、ごらんください。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第１、会議録署名議員の指名を行います。

　本定例会の会議録署名議員に、３番宮崎議員、４番峯議員を指名します。
───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第２、会期の決定を議題とします。

　今期定例会の運営について議会運営委員会委員長に審議をお願いいたしたところ、３月１日に委員会を開催していただき、本定例会の会期を本日から１５日までの１１日間とする内容の答申をいただきました。

　お諮りします。今期、定例会の会期は、議会運営委員長の答申のとおり、本日から１５日までの１１日間といたしたいと思いますが、これに御異議ありませんか。

（「異議なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）異議なしと認めます。よって、本定例会の会期は、本日から１５日までの１１日間とすることに決定しました。

───────────────────────────────
○議長（坪根秀介君）日程第３、諸般の報告を行います。

　今期定例会に提出された議案は、町長から報告１件、条例案１１件、予算案１３件、その他６件の計３１議案と議員から提出された発議２件の計３３議案であります。
　次に、本定例会の会期日程を申し上げます。お手元に配付の会期日程表（案）をごらんください。

　本日の会議では、議案を一括上程し、町長提出案件については提案理由の説明を受け、総括質疑を行います。ただし、報告第１号の受理及び議案第４号から議案第９号と議案２１号、２２号の９議案については、本日審議、採決を行い、残りの２２議案は後でお諮りし、所管の常任委員会に審査を付託する予定です。
　また、議員から提出された発議２件については、提出者の趣旨説明を受け、質疑を行った後、所管の常任委員会に審査を付託したいと思います。
　ここで皆様にお願いいたしますが、本日審議、採決を予定している９議案に対する質疑は、後の議案内容の説明に対する質疑にあわせて行っていただきますよう御協力をお願いいたします。

　３月８日、９日に本会議を開催し、一般質問を行う予定ですが、８日に一般質問が全部終了すれば、９日は休会とします。

　３月１１日を文教・厚生常任委員会、３月１２日を総務、産業・建設常任委員会の開催日にいたしたいと思います。
　３月１５日に本会議を開催し、各常任委員長から委員会付託案件の審査状況の報告を受け、討論、採決を行います。

　ただいま報告しました議会の運営事項については、議会運営委員会に諮問し、決定を受けておりますので御報告いたします。

　地方自治法第１２１条の規定に基づき、町長並びに教育委員長に出席の要求をいたしましたところ、お手元に配付の名簿のとおり、説明員の出席報告がありましたので、これを許可し、出席いただいております。

　これで諸般の報告を終わります。

───────────────────────────────
○議長（坪根秀介君）これから議案の上程を行います。なお、議案の上程に際し、議案名の朗読は省略いたします。

　日程第４報告第１号、日程第５議案第４号、日程第６議案第５号、日程第７議案第６号、日程第８議案第７号、日程第９議案第８号、日程第１０議案第９号、日程第１１議案第１０号、日程第１２議案第１１号、日程第１３議案第１２号、日程第１４議案第１３号、日程第１５議案第１４号、日程第１６議案第１５号、日程第１７議案第１６号、議案第１８議案第１７号、議案第１９議案第１８号、日程第２０議案第１９号、日程第２１議案第２０号、日程第２２議案第２１号、日程第２３議案第２２号、日程第２４議案第２３号、日程第２５議案第２４号、日程第２６議案第２５号、日程第２７議案第２６号、日程第２８議案第２７号、日程第２９議案第２８号、日程第３０議案第２９号、日程第３１議案第３０号、日程第３２議案第３１号、日程第３３議案第３２号、日程第３４議案第３３号、以上３１件を一括上程します。

　提案理由の説明を求めます。
　町長。

○町長（鶴田忠良君）皆さん、おはようございます。それでは、提案理由の御説明をさせていただきます。
　本日ここに平成２５年第１回上毛町議会定例会を招集いたしましたところ、議員各位には、公私ともに御多用の中、御参集をいただき、厚く御礼を申し上げます。

　さて、御案内のように昨年１２月政権交代があり、２カ月半が経過いたしました。世論の高い支持もあって、いわゆるアベノミクスの円安株高等の経済指標は、第３の矢であります成長戦略の不透明さはあるものの、先般の日米首脳会談等の成果とともに、前政権の達成し得なかった我が国の評価を高めております。今後は困難が予想されるＴＰＰや外交防衛、領土、エネルギー等の諸課題解決に全力を尽くしていただき、国力の高揚に一層の努力を願うところであります。

　上毛町につきましては、本年度は、議員各位を初め、町民の多大な御支援御協力により、昨年７月の九州北部豪雨被害対策に若干の先送りがあるものの、行財政ともにおおむね遺漏なく推進可能となり、特に財政につきましては、今回の補正予算が成立すれば、５億円余を基金に積み立てることとなり、総額は７７億円余となって今後の事業等の展開に十分備えることができると確信をしております。

　平成２５年度につきましては、少子高齢化はますます加速し、交付税等の減少を勘案いたしますと、本町行財政はこれまで以上に厳しくなることは確かであります。しかしながら、住民福祉の充実や住みよいまちづくりを目指し、少子高齢化対策、産業の振興、行財政改革を柱として、これまでの諸事業に加え、国支援のブランド創造事業、北九州市での農産物アンテナショップ開設事業や空き家バンク事業等の町発展のための基盤構築に配慮いたしまして、小なりといえども輝き誇りに満ちた上毛町づくりにさらなる努力を行うべきだと決意をいたしました。
　あわせて、議員各位の御支援、御鞭撻を切にお願い申し上げる次第であります。
　それでは、これより提案理由の説明を申し上げます。

　今議会に提出しております案件は、報告案件１件、補正予算６件、条例案１１件、当初予算７件、その他６件の計３１案件であります。

　順次御説明をいたします。

　報告第１号、平成２５年事業年度上毛町土地開発公社事業計画及び予算について。

　さきの衆議院議員総選挙において、民主党政権から自民党政権への交代が行われ、経済政策に対する期待から、平成２５年度における景気動向が緩やかに持ち直すことが期待されております。町内自動車関連企業においても、生産活動が順調に、あるいは堅調に推移していると思われます。ただ、今後は、自動車関連企業を初めとする製造業に限らず、新たな産業に対する需要も求められるというふうにも考えられ、町と公社が連携をとりながら、地域の秩序ある整備と住みよいまちづくりのため、事業を実施してまいりたいと存じております。
　なお、この案件は２月２７日の公社役員会において御承認をいただいていますことをあわせて御報告するものであります。

　議案第４号、平成２４年度上毛町一般会計補正予算（第８号）でありますが、今回の補正額は、４億１,９６４万２,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額は５３億９,５９５万２,０００円となります。歳出予算では、各款にわたり、今後の支出見込み等により、不用額等の精査を行っております。

　増額分の主なものにつきましては、総務費では、退職職員の退職手当組合への特別負担金、築上東部乗り合いタクシー事業における燃料費の高騰、運行収入の減少に伴い、運行助成金を追加で計上いたしております。

　民生費では、障害者福祉費の扶助費において、今後の所要見込み額、また、障害者自立支援給付金等の精算により、返還金を計上いたしております。

　土木費では、道路標識及びトンネル点検業務の委託料、また東九州自動車道関係で上毛パーキングエリア・スマートインターチェンジ測量設計委託料を計上いたしております。

　公債費では、福岡県市町村災害共済基金組合の解散に伴い、当組合からの借り入れ元金の繰上償還金を計上いたしております。

　諸支出金につきましては、今年度末までの歳出予算執行見込み額を精査し、不用見込み額を減額したことによる余剰金及び町税、また福岡県市町村災害共済基金組合の解散に伴い、当組合への繰上償還を差し引いた２億円弱の返還金収入により、増減調整等を行って、財政調整基金、公共施設整備基金及び減債基金へ積み立てるための予算計上を行っているところであります。
　平成２４年度事業の当初の目標につきましては、先ほど申し上げましたように、おおむね達成見込みであると考えている次第であります。

　議案第５号、平成２４年度上毛町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）でありますが、今回８,５７３万１,０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を９億９,６７０万４,０００円とするものであります。歳出予算において、療養給付費等の最終見込み額により減額補正をするものであります。

　議案第６号、平成２４年度上毛町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）でありますが、今回、２４１万３,０００円を減額し、歳入歳出の総額を１億３,０１１万６０００円とするものであります。広域連合負担金等の最終見込み額により減額補正をするものであります。
　議案第７号、平成２４年度上毛町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）でありますが、今回２０１万７,０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を５,６２５万１,０００円とするものであります。公共ます設置工事費等不用見込みによる減額が主なものであります。

　議案第８号、平成２４年度上毛町簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）でありますが、今回、８７５万７,０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を８,５２１万９,０００円とするものであります。主として、委託料における入札執行残等により減額を行うものであります。

　議案第９号、平成２４年度上毛町奨学資金特別会計補正予算（第２号）でありますが、今回、３７万６,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を９５５万３,０００円とするものであります。寄附金の受け入れと基金積立金等の増額によるものであります。

　議案第１０号、上毛町議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の一部を改正する条例についてと議案第１１号、上毛町重度障害者医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例については、根拠法令の名称改正に伴い、本条例を一部改正するものであります。
　議案第１２号、上毛町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例についてでありますが、上毛中学校部活動の外部講師の報酬を平成２５年度より報償費に組み替えるため、改正を行うものであります。

　議案第１３号、上毛町新型インフルエンザ等対策本部条例の制定についてでありますが、新型インフルエンザ等対策特別措置法の制定に伴い、市町村において対策本部の設置が義務づけられたことにより、本条例を制定するものであります。

　議案第１４号、上毛町道路構造の基準に関する条例の制定について、議案第１５号、上毛町道路標識の寸法に関する条例の制定について、議案第１６郷、上毛町準用河川管理施設等の構造の技術基準を定める条例の制定について、議案第１７号、上毛町水道法施行条例の制定についてでありますが、権限移譲に伴う一括法の関係で、今回、条例整備を行うものであり、それぞれの条例の制定を行うものであります。

　議案第１８号、上毛町簡易水道設置条例の一部を改正する条例についてでありますが、平成２５年度において事業を実施します簡易水道事業の拡張事業に伴い、本条例の名称、給水区域等を改正するものであります。

　議案第１９号、上毛町営住宅条例の一部を改正する条例について、議案第２０号、上毛町営住宅等の整備基準に関する条例の制定についてでありますが、議案第１４号から議案第１７号と同様に、権限移譲に伴う一括法の関係で、今回、条例整備を行うものであり、それぞれの条例の一部改正及び制定を行うものであります。

　議案第２１号、指定管理者の指定について（大平湯の迫温泉「大平樂」手づくり村館）でありますが、平成２５年４月１日から平成３０年３月３１日までの間、大平湯の迫温泉「大平樂」手づくり村館の施設の指定管理を指定するため、上毛町公の施設に係る指定管理者の指定の手続等に関する条例第５条の規定により、議会の議決を求めるものであります。
　議案第２２号、指定管理者の指定について（上毛町大池公園多目的運動広場・上毛町健康増進施設）でありますが、平成２５年４月１日から平成３０年３月３１日までの間、上毛町大池公園多目的運動広場及び上毛町健康増進施設の指定管理者を指定するため、上毛町公の施設に係る指定管理者の指定の手続等に関する条例第５条の規定により、議会の議決を求めるものであります。

　議案第２３号、平成２５年度上毛町一般会計予算でありますが、平成２５年度の予算総額は４５億７,３００万円で、対前年比３％増の予算であります。

　普通会計性質別歳出状況では、義務的経費が２２億４,３４９万７,０００円で、構成比率につきましては４８.９％であります。投資的経費では５億３,４１５万８,０００円で、構成比１１.６％、物件費等その他の経費では１８億８５２万７,０００円で構成比３９.４％となっております。
　平成２５年度の予算編成でありますが、第１次上毛町総合計画の将来像であります「みんなで開く上毛の未来」の実現に向けた取り組みを継続して行い、町民満足度の向上につながる諸施策を積極的に取り組むものであります。また、予算編成基本方針及び行財政改革の趣旨を踏まえて、平成２５年度予算編成につきましては、産業の振興、行財政改革、特に少子高齢化対策、過疎振興対策を最重点施策として取り組んでまいりたいと思っております。
　まず、少子高齢化対策、過疎振興対策でありますが、築上東高等学校宅地化事業を主事業として取り組み、平成２５年度において分譲販売が可能となる計画で事業推進を図ってまいりたいと思っています。平成２４年度より制度化した不妊治療費助成事業をさらに充実させ、不育症治療助成とあわせて拡充いたします。三世代同居支援事業、第三子保育料無料化等々の子育て支援対策事業を継続して行い、新たに乳幼児のブックスタート事業、英語検定取得事業等も展開してまいります。

　介護サロン、介護予防教室等の地域ぐるみの予防活動を推進し、ひとり暮らしの高齢者見守り事業、在宅生活支援事業等により、高齢者の自立支援対策を行ってまいります。

　住宅促進対策として、住みたい上毛町推進プロジェクトといたしまして、新たに地域おこし協力隊事業、空き家バンク事業を推進し、過疎地域の活性化を図ります。

　産業振興対策では、本町の基幹産業であります農業の維持、発展のため、獣害対策、人・農地プランによる青年就農給付金等の各種補助事業を活用し、町の農業振興を図るとともに、町独自策として、新たに営農指導員雇用事業、アンテナショップ開設事業に取り組みます。また、今後新設されます上毛パーキングエリア・スマートインターチェンジを活用しての農林産物の流通網の整備を図るため、アクセス道路の整備費を計上し、あわせて観光資源の充実、観光施設の機能整備を図ってまいります。
　行財政改革では、自治体運営の効率化、行財政改革の推進を図るため、新吉富保育所の民営化に向けた取り組みを行います。また、継続して人事評価制度、行政評価制度の運用を図り、職員の育成、資質の向上に取り組みます。

　その他の主な事業としては、環境の町として住宅用太陽光発電システム設備補助金、合併処理浄化槽設置補助金等、環境に配慮した施策を、東高等学校跡地宅地分譲にも考慮し、拡大して引き続き取り組みます。
　また、災害が発生した場合の防災拠点である庁舎の耐震診断業務事業費の計上し、町防災計画の周知を図るとともに、防災訓練等により防災意識の向上を図るよう推進してまいりたいと思います。
　平成２５年度予算の歳入財源につきましては、町税が対前年比４.２％増の６億１,３３９万円、地方交付税は、地方財政計画により総額２.２％の減額の方針が示されておりますので、２３億６,０００万円を見込んでおります。
　歳入財源の７２.９％が依存財源である本町の財政構造を認識し、かつ現公共施設等の耐用年数等を考慮いたしますと、将来的には、橋梁かけかえ、道路舗装、公共施設の改修等の事業が集中することが考えられますので、将来に備えて健全な財政運営を図ってまいりたいというふうに考えております。

　議案第２４号、平成２５年度上毛町国民健康保険特別会計予算でありますが、総額１０億４,２１９万２,０００円で、対前年比３.７％の減額予算であります。

　本町の国民健康保険医療費につきましては、全国的な傾向と同じく、長年にわたり増加の一途にありましたが、平成２３年度において医療費実績で伸び率が鈍化いたしました。平成２４年度の状況では、前年実績を下回る見込みとなりました。この要因は、平成２０年度から実施した特定健診及び特定保健指導による対策の成果と思っているところでありますが、依然として本町の医療費水準は高いことが引き続きいておりますので、医療費抑制に向けた取り組みを、今後、強化してまいりたいと考えます。

　平成２５年度予算においては、国保若年層の健診機会を確保すべく、２０歳から３９歳の方も国保特定健診の対象として、将来にわたる医療費の抑制に努めてまいりたいと考えております。
　また、国保財政が抱える慢性的な財源不足の状況は変わらず厳しい財政運営でありますが、現下の社会経済情勢を考えますと、２５年度における保険税率の引き上げは困難と判断いたしました。なお、財源不足分につきましては、一般会計と基金からそれぞれ５,０００万円を充当して予算計上いたしております。
　議案第２５号、平成２５年度上毛町後期高齢者医療特別会計予算でありますが、予算総額１億３,４５１万４,０００円で、対前年比１.５％の増額予算であります。本年度は保険料の改定もなく、被保険者の増減に伴う影響を考慮しながら制度の円滑な運営を確保するため、必要な予算額を計上いたしております。
　議案第２６号、平成２５年度上毛町農業集落排水事業特別会計予算。

　予算総額は５,８７６万４,０００円で、対前年比０.９％の増額予算であります。２４年度とほぼ同額の予算でありますが、現在２４２戸が接続し、接続率は７１.６％となっております。今後も加入促進に懸命に努力してまいりたいと考えております。

　議案第２７号、平成２５年度上毛町簡易水道事業特別会計予算。

　歳入歳出予算総額は１億５７７万３,０００円で、対前年比１２.６％の増額予算であります。現在８９５戸が加入しております。簡易水道事業の拡張計画に伴い、拡張区域実施設計委託料を新たに計上し、生活環境の整備に努めてまいりたいと考えております。

　議案第２８号、平成２５年度上毛町奨学資金特別会計予算。

　歳入歳出予算総額は１,３１０万７,０００円で、対前年比５８.４％の増額予算であります。経済的理由で就学困難な方に対し奨学資金を貸し付け、大学まで進学可能な支援制度として運用しております。今年度末で１６名が貸し付け中、４９名が償還中であり、順調に返済されていることをあわせて御報告いたします。

　議案第２９号、平成２５年度上毛町住宅新築資金等特別会計予算。

　歳入歳出予算総額７万５,０００円で、２４年度と同額の予算規模であり、事務費のみの予算となっております。
　議案第３０号、町道路線の変更について。

　垂水地区等の圃場整備事業の換地処分登記の完了により、圃場整備地区内における町道の起終点を変更することに伴い、議会の議決を求めるものであります。

　議案第３１号、町道路線の認定について。

　町内の圃場整備事業の換地処分登記の完了及び築上東高等学校跡地宅地化事業に伴い、新たに町道を認定するに当たり、議会の議決を求めるものであります。

　議案第３２号、定住自立圏の形成に関する協定の一部を変更する協定について。

　上毛町と中津市が締結した本協定に、新たに両市町のスポーツ振興を目的として、連携してスポーツ施設等の機能強化及び活用の推進を図るために本協定の一部を変更するものであり、条例により議会の議決を求めるものであります。

　議案第３３号、福岡県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体の数の増減及び福岡県市町村職員退職手当組合規約の変更についてでありますが、本組合を組織する構成団体の変更に伴い、組合規約の変更が生じたため、地方自治法第２９０条の規定により、議会の議決を求めるものであります。

　以上、概略を御説明申し上げましたが、いずれも重要な案件でございますので、慎重に御審議をいただき、御承認、御可決くださいますようお願いを申し上げまして、提案理由の説明を終わらせていただきます。

　どうぞよろしくお願いを申し上げます。

○議長（坪根秀介君）提案理由の説明が終わりました。
　これから提案理由に対する総括質疑を行います。前にも述べましたが、本日審議する案件に対する質疑は、議案内容の説明の際に行っていただくよう御協力をお願いいたします。

　提案理由に対する総括質疑を行います。

　質疑はありませんか。安元議員。

○６番（安元慶彦君）私は、２５年度の一般会計予算について、少し入り口のところでお尋ねをいたします。
　私どもに予算編成の基本方針というものが配付されておりますけれども、私は交付税が減る、これは従来からの合併特例債の関係とか、臨時財政対策債等の関係の償還が、交付税によってはね返ってくるということで、国のほうは確かに地方交付税というものを減額するということでやっておりますけれども、本町においては、むしろそういうものが加味されてふえるんじゃないかという感じを持っているんです。
　それで、今回の予算ではそういうものが減って、これはこの前のプレス発表にも税が４％伸びて交付税が４％減ったというようなことが発表されておりましたけれども、むしろそういうことでふえてくるんじゃないかという感じと、経常費については、５年前からやってきておりますように、指定管理というものを取り入れていると。それから、診療所や福祉施設もうちの町から離れていったと。こういったようなもろもろのものがあると、私は経常の費用というものは減っていくんじゃないかと。これを見ますと、依然としてそういうものが多くて、いわゆる財政力指数というものは落ちていくんだと。私はそういうものを考えたときに、財政力指数は上がっていくんじゃないかというふうな感じがしているんですけれども、財政当局、その辺はどんなものですか。

○議長（坪根秀介君）総務課長。

○総務課長（川口　彰君）まず、地方交付税と臨時財政対策債の関係でございますが、原則といたしましては、普通交付税と臨時財政対策債につきましては表裏一体ということでございまして、御指摘のとおり、一方がふえれば一方が減るという仕組みでございますが、平成２５年の地方財政計画におきましては、地方交付税が対前年比で２.２％の減、臨時財政対策債が１.３％の増となっております。
　上毛町につきましては、普通交付税におきましては、国が示した財政計画のマイナス分を反映しておりますが、臨時財政対策債につきましては、地方財政計画では１.３％の伸びに対して、当初予算の比較では２,５００万円の減額となっております。これにつきましては、平成２４年度の臨時財政対策債実績の２億７９０万７,０００円の伸び率を考慮して、大幅な予算の増となっておりませんので、２億円の予算とさせていただいているところでございます。

　あと、財政力指数の関係ですが、これにつきましては税収等の絡みがございますので、結果的には、財政力指数につきましては、現在、２３年のデータで０.２６というふうになっております。
　以上です。

○議長（坪根秀介君）安元議員。

○６番（安元慶彦君）義務的経費等の関係で、経常経営収支というものが私は落ちるんじゃないかと。さっき言いましたね。指定管理の関係とかいわゆる町長が目指すところの小さな政府、そういう中では、当然、こういうものを落とすためにそういうことをやるんですから、今までやってきたことが反映されて、こういうものの率が下がっていくということになるんじゃないかという感じがするんですが、その辺はどうですか。

○議長（坪根秀介君）総務課長。

○総務課長（川口　彰君）言い方を変えますと、経常収支比率が上昇した要因というふうになろうかと思いますけども、経常収支比率につきましては、経常経費充当の一般財源の額を臨時財政対策債に含む経常一般財源の総額で除した比率ですので、平成２３年度の経常収支比率は前年度８０.９％より２.８％上昇しているところでございます。
　これは、経常的な一般財源でございます臨時財政対策債、計算式の分母の部分になりますが、これが減額したことによるものが主な要因というふうに考えております。

○議長（坪根秀介君）安元議員。

○６番（安元慶彦君）何か下がらないというのは、構造的なものがあるのかなと。例えば、職員の年齢アップとかその他あると思うんですけど、そういう構造的なものの中でこういう経常収支比率が下がらないというようなことがあるのかなというような感じがしております。それはまた総務課長のほうでひとつ御検討をしてみてください。

　それから、臨時財政対策債は、地方交付税の不足を補うということで国のほうがそういうあれをとっておりますけども、臨時という名がつきながら、さかのぼって見てみますと、旧新吉のときあたりの予算書なんかを見ますと、もう平成１５年ごろからそういうものが出てきておって、これは臨時という名がついているけどなかなか消えないなということです。国のほうにお金がないから、そういう名前で地方におろしてきちょると思うんですけど、この予算の中にも、基金を繰り入れて充当しているということで、先ほどの町長の説明の中では、ことし５億何ぼ積むと７７億ぐらいの基金というものが累積として上がってくるんだと。
　ですから、私は臨時対策債あたりは、もう県が買ってくれと言いよるのか、あるいはこれだけの金額は基金のほうから充当して、もうそういうものをしなくてもいいんじゃないかと。出資債等は、これはもう当然地方財政法の中でうたわれておりますからいいと思うんですけど、臨時対策債あたりは、うちは借り入れなくても予算編成がどんどんできていくのではないかという感じを持つんですよね。

　その辺は総務課長、どんなあれを持っていますか。

○議長（坪根秀介君）総務課長。

○総務課長（川口　彰君）御質問の意味は十分わかりますが、臨時財政対策債につきましては交付税措置もされますので、こういう言い方がどうかというのはあるんですけど、借りたほうが得といいますか、言い方はちょっと悪いんですけれども、そういう観点からこういうようなことになっているということでございます。
○議長（坪根秀介君）ほかにございませんか。亀頭議員。
○１０番（亀頭寿太郎君）２３年度の一般会計予算なんですが、交付税が２.１％減というような予算を組まれておるわけでございますが、俗に言われておる地方公務員の給料の減というようなことでもって交付税あたりが国は６,０００億か何とかちゅうことを言われておりますが、そうしたことを含んでいるという解釈でいいんですか。

○議長（坪根秀介君）総務課長。

○総務課長（川口　彰君）御指摘の点の給与につきましては、今回は入っておりません。
○議長（坪根秀介君）ほかにございませんか。茂呂議員。
○８番（茂呂孝志君）先ほどの安元議員とも少しダブるところがあると思いますが、国のほうは地方譲与税、地方特例交付金というのがプラス３.５％になっていますけれども、本町ではマイナスになっているようですが、なぜかなと思います。臨時財政対策債の限度額は、国のほうは増額になっていますが、本町ではマイナスになっています。限度額いっぱいする必要がないということでこうなったのかお尋ねします。
　それから、説明資料の中で、平成１７年から３０年までの起債残高、元利償還及び基金残高の推移を示したグラフがあります。これを見ると、平成１７年の合併当時と見ると財政状況はよくなっているのではないかと思いますが、この点についての御見解をお伺いいたします。

○議長（坪根秀介君）町長。

○町長（鶴田忠良君）今、財政のほうで検討中でございますので、その間に私のほうから補足といいますか、合併した当初の目的が健全財政を維持すると、効率的な町村の自治体をつくるということであったわけでございますので、御指摘のように財政事情がよくなるということは当然のことであって、それが悪くなるというのは合併の意義がなかったということであります。

　それからもう一つ、基金の積み立ての問題も、先ほど安元議員のお話がございましたけれども、先ほど２４年度予算の中で申し上げましたように、今後、橋梁の架けかえ、あるいは道路、公共施設の建てかえ等が必ず起こってくると思っているわけです。したがって、そのときにはやっぱり自主財源が多分必要になるだろうということを考えますと、基金の積み立てというのは、将来に備えて十分やっておかないかんだろうと。その意味で、２４年度末には７７億弱ぐらいになるだろうというふうに思っております。

　その後は多分、皆さん方に表が示されると思うんですけども、そう簡単に積み立てはできないだろうというふうに思っております。ですから、可能なときに積み立てを行って、後世にそれを活用していただくということが財政上やるべきことだろうと考えておると、こういうことでございます。

○議長（坪根秀介君）総務課長。

○総務課長（川口　彰君）減額の理由でございますが、これはあくまでも当初予算との比較ということで計上しておりますので減額になっているということでございまして、私どもが予算査定する場合は、厳しく査定をしておりますので、実績との関係もございますが、こういう結果になっておるということでございます。
○議長（坪根秀介君）茂呂議員。

○８番（茂呂孝志君）臨時財政対策債は、限度額いっぱいにしなくても、それで予算計上できるからということですか。

○議長（坪根秀介君）総務課長。

○総務課長（川口　彰君）現時点ではこういう金額で上げさせていただいていますが、９月になればまた補正等も考慮しなければならないというふうに考えております。

○議長（坪根秀介君）茂呂議員。

○８番（茂呂孝志君）それでは、臨時財政対策債の増減は幾らであるのかお尋ねします。

　それから、今、町長が答弁いたしました基金の積み立てですよね。これは、将来の公共事業といいますか、修理とかそういうのに充てるといいますけれども、ほとんど見ると減債基金に充てていますよね。公共施設の整備基金というのも充てていますけれども、かなり減債基金に充てる傾向が強かったと思います。少し答弁と食い違うんですけれども。

　財政状況もよくなっているということであります。確かに私もそう思います。繰入金にしても、昨年も２億３,０００万ですか、比較すると、このくらい増額して基金を積み立てています。
　それから、上毛町はかなり積立金が多くなっています。これは県下６１市町村団体で何番目に当たるのか、また、借金残高は何番目に位置するのかお尋ねいたします。
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○
○議長（坪根秀介君）茂呂議員におかれましては、詳細は委員会付託ということになっていますので、大綱的な質問にとどめてください。

○８番（茂呂孝志君）議長、しかし、やり取りの中で決めているのは、３回までと言っていましたよ。
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○議長（坪根秀介君）総務課長、答えられますか。総務課長。

○総務課長（川口　彰君）それでは、臨時財政対策債でございます。２４年度の実績が２億７９０万７,０００円ということで、当初につきましては、ごらんのとおり２億円ということでございます。以上です。
○議長（坪根秀介君）ほかにございませんか。

（「質疑なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）質疑なしと認め、町長の提案理由に対する質疑を終了します。

―――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（坪根秀介君）日程第３５、発議第１号　ＴＰＰ（環太平洋経済連携協定）への対応に関する意見書（案）を議題とします。
　提出者に趣旨説明を求めます。

　宮崎議員。

○３番（宮崎昌宗君）ＴＰＰ（環太平洋経済連携協定）への対応に関する意見書（案）の趣旨説明を行います。
　ＴＰＰは例外なき関税撤廃を前提としているだけでなく、国民のいのちと健康を守る医療制度や食の安全・安心の基準等についても改悪を余儀なくされ、さらに外国企業が国を訴えるＩＳＤ（投資家対国家間の紛争解決）条項が導入される危険性もあり、まさに我が国のかたちを一変させるものである。
　昨年１２月の総選挙において、自由民主党は「聖域なき関税撤廃を前提にする限り交渉参加に反対する」など、６項目の判断基準を政権公約として示し、情報公開と十分な国民的議論を公約とした公明党とともに国民の信任を受け、ＴＰＰに極めて前のめりだった民主党から政権を奪還しました。

　ＴＰＰが国民生活の根本にかかわる重大問題であることを踏まえ、政権交代を実現したさきの衆院選挙の公約を尊守するとともに、自民党、公明党政権における我が国の貿易政策の新たな基本方針を確立する必要がある。
　よって、我が国及び本県の農業に対する壊滅的な打撃を与えるＴＰＰ交渉については、断固として参加せず、食料自給率の向上や食料安全保障の観点からも、我が国農林水産業への十分な配慮の上、下記の事項について強く要請する。

　１、「聖域なき関税撤廃を前提にする限り、交渉参加に反対する」ことをはじめ、食の安全安心の基準や国民皆保険制度を守り、ＩＳＤ条項は認めないことなど、政権公約で示したＴＰＰに関する６項目の判断基準を堅持すること。

　２、政府が米国等と行っている事前協議の内容について、徹底した情報開示を行うこととともに、広範な国民的議論を行うこと。

　３、我が国の貿易政策の基本として、多様な農業の共存、林業、水産資源の持続的利用が可能となるルールの確立を明確に位置づけ、これに基づき重要品目については必要な国境措置を維持すること。
　４、民主党政権の「包括的経済連携に関する基本方針」には、交渉相手国を戦略的に選定するという観点が欠落しており、かつ全ての品目を自由化交渉の対象と位置づけるなど問題が多いことから、これを早急に廃止し、自民党、公明党政権における我が国の目指すべき貿易政策の指針となる新たな基本方針を確立すること。

　以上、地方自治法第９９条の規定に基づき意見書を提出します。よろしくお願いいたします。
○議長（坪根秀介君）宮崎議員の趣旨説明が終わりました。
　趣旨説明に対する質疑を行います。

　質疑はありませんか。宮本議員。
○１番（宮本理一郎君）三つほどお尋ねいたしたいと思います。

　皆さん御承知の先日の日米首脳会談において、安倍総理は聖域なき関税撤廃に関して例外、聖域品目は当然あるとの言説をオバマ大統領から引き出して、共同宣言に盛り込んでいるわけでございまして、交渉のテーブルにつくことさえ反対するということは、我が国の経済を初め、あらゆる分野の活性化の門戸を閉ざすに等しい行為だと言わざるを得ないという世論の声がございますが、この辺はどうですか。

○議長（坪根秀介君）宮崎議員。

○３番（宮崎昌宗君）これは交渉自体を根底から反対しているものではございません。この文章にあるように、農業に対する壊滅的な打撃を与えるＴＰＰ交渉については断固として参加せずということを求めていますので、先ほど言われたように、聖域をつくっているような形で交渉参加ということまでも、これは反対していないという意見書と思ってください。

○議長（坪根秀介君）宮本議員。

○１番（宮本理一郎君）世論調査では国民の７割近くがＴＰＰに賛成だというふうに言われております。おっしゃるように、農業分野における懸念は多分にあるわけでございますが、今、言いましたように、それも交渉のテーブルにまずつくことで、話し合いの中で例外項目を主張すれば解決することではないかと思うわけです。一般的に農業の致命的打撃というふうに受けとる関係者が多いわけですけども、逆に言えば、お米を生産するにはいわゆる資材というものがあるわけで、肥料とか消毒、燃料、道具、各種機械等、あらゆる資材とコストがかかるわけでございまして、ＴＰＰの場合は包括的な連携協定でございますから、当然、農業を営むのに必要な資材もその対象になってくるわけで、加盟しなかったことによって、こういう農業資材の不足とか高騰とかが予想されてくるというふうに思います。
　したがって、参加しないほうが得策だとは言えない部分があるんじゃないかと多くの評論家の多くの方が言っておりますが、この辺はいかがですか。

○議長（坪根秀介君）宮崎議員。

○３番（宮崎昌宗君）先ほど申し上げましたように、交渉そのものをするなというわけではございません。国境措置をきちんと設けてもらったりとか、そういった前提で聖域を設けた状況で交渉する場合はしてくださいというようなことと捉えてください。
　資材の輸入とかありますけど、関税というのは、日本も輸入しているものもあって、そんなに資材とか油とかに関しては、むしろ今進んでいる円安の影響のほうが大きいんじゃないかなというふうに私は思っています。

○議長（坪根秀介君）宮本議員。３回目です。

○１番（宮本理一郎君）もう御存じのとおりＪＡ全農の総売り上げは７割が農業外所得であるという事実があります。したがって、皆さん、組織や団体等の立場がございましょうが、これを不参加という形で声高に言っている場合なのかなという気はいたします。
　実は、ＴＰＰ参加による経済効果というものを政府が発表しておりますけれども、ＧＤＰ比では０.０５％の押し上げ効果しかないというのも事実でございます。さきのアベノミクス発表以来、いわゆる３本の矢政策でございますが、これがインフレ効果を助長して株価上昇、円安傾向で推移しておりますが、既にこれがＧＤＰ比で２％の底上げ効果が予想されるということでありますから、いかにこの経済政策というものが大きいかということと同時に、このＴＰＰ単独での効果というのは、今、言いましたように、０.０５％ですから、それほど国を挙げて大騒ぎするほどのことかなと。
　それよりも、このアベノミクスプラスＴＰＰが一体となって大きな経済効果というか日本の経済の活性化をもたらすんじゃないかというふうに思っておりますし、昨日マスコミで言っていましたが、政府は既に今週中に参加交渉のテーブルにつくと、今週中に発表するというふうに言われておりますので、現在、この意見書を出す意味があるのかなというふうに思いますが、その辺はどうですか。

○議長（坪根秀介君）宮崎議員。

○３番（宮崎昌宗君）この意見書を出した時期は、先ほどの安倍総理がアメリカに行って交渉する前に出したものですから、若干時間的なずれがあるというのは確かなんですね。
　ただ、交渉に参加を表明したとはいえ、あくまでも交渉の入り口ですので、この意見書として言いたいのは、自民党の公約である６項目、ＴＰＰ参加基準、判断基準があるんですけど、まず政府が聖域なき関税撤廃を前提にする限り、交渉参加に反対する。つまり聖域、守るべきは守ってくださいよということです。２番目が自由貿易の理念に反する自動車等の工業製品の数値目標は受け入れない。つまり自動車を何台買えとかアメリカが言ってくるのを、それは受け入れませんよと。３番目は、国民皆保険制度を守るということです。国民皆保険制度ということで、アメリカの医療制度というのはすばらしいもので、ぜひ日本に入れましょうというようなものなら皆保険制度を壊してもいいとは思うんですけど、そうではないから、こういった国民皆保険制度を守りましょうと。４番目が、食の安全安心の基準を守るということ。５番目が、国の主権を損なうようなＩＳＤ条項というのがありますけど、それは合意しないと。それから、政府調達金融サービス等我が国の特徴を踏まえるということがありますので、何でもかんでもどんどん参加ですよというんじゃなくて、こういう条件を守ってくださいよというような意見書だと思ってください。
○議長（坪根秀介君）ほかにありませんか。茂呂議員。

○８番（茂呂孝志君）提出者にお尋ねします。

　この意見書はいつ作成されたものか。それから、意見書を提出しても、机の上に積み上げているだけで効果がないという考え方もありますけれども、提出者は意見書を可決することで、国会へ送ることでどういう意義があると考えていますか。

　それから、先ほど言われましたが、自民党はＴＰＰ参加にする基準を総選挙で６項目挙げています。１項目しか日米首脳会談で言っていません。５項目については何も言っていません。これについて、公約違反という認識があるかどうかお尋ねします。

　それから、１、２、３、４項目ありますが、４項目のところですが、自民党もＴＰＰ交渉では全ての品目を自由化の交渉の対象と位置づけているというふうに私は考えています。なぜかというと、２月２６日に開かれた政府の産業競争協力会議に内閣官房長官が配付した資料では、全品目関税撤廃が原則であることを確認しています。これからも全品目が対象であるというふうに私は認識しています。

　それから、ＴＰＰについても、これはあくまでも全品目が対象であります。安倍首相がアメリカ大統領と確認したというのは、交渉の過程では例外的なことを言っても構いませんけれども、原則はあくまでも全品目が対象ですよということで私は認識しています。ですから、交渉の過程の中ですからはっきりした保証はありません。ですから、国会答弁を聞いてもどれとどれを関税から外すということは一切答弁ではされていません。
　それから、提出者は我が国の目指すべき貿易政策の基本方針の確立についてどのようなお考えを持っているのかお尋ねします。

○議長（坪根秀介君）茂呂議員、この質疑におきましても委員会付託を行うことになっていますので、大綱的な質問にとどめていただきたいと思います。

　宮崎議員、答えられる部分答えてください。

○８番（茂呂孝志君）議長、ちょっと待ってくださいよ。

○議長（坪根秀介君）宮崎議員。

○３番（宮崎昌宗君）済みません、質問の項目が多いので、確認しながらでよろしいですかね。

○８番（茂呂孝志君）私は委員外議員ですから。委員外議員じゃなければここでしません。

○議長（坪根秀介君）茂呂議員、質問の内容が把握できていないので、端的にゆっくり話していただけますか。

○議長（坪根秀介君）宮崎議員。

○３番（宮崎昌宗君）１点目は何ですか。済いません、一度に言われても私は覚えきれませんので、１点目はその場で結構ですので、ちょっと言っていただければ。（「自民党に聞けち」と呼ぶ声あり）その出す理由ですね。いつ出したか。

○８番（茂呂孝志君）いつ作成したものかということです。

○３番（宮崎昌宗君）いつ作成。先月です。２月中ごろです。

　国に出してもしようがないという理由ですけど、ときどき出される茂呂議員には言われたくないですね。

○８番（茂呂孝志君）待ってくださいよ。

○議長（坪根秀介君）茂呂議員、発言の許可を求めてから発言してください。

○８番（茂呂孝志君）１回目になるからね。

○３番（宮崎昌宗君）出す理由ですけど、やはりそういった地域の地方の声というのをしっかり議会で届けるというのは大事だと思いますが、いつも出されている茂呂議員にそういう質疑をされるとはちょっと思っていませんでした。
○８番（茂呂孝志君）ちょっと失礼な言い方じゃないですか。

○３番（宮崎昌宗君）それは、私もそう思って出しているわけですから、そういう質疑をすること自体がちょっとおかしいのではないかなというふうに思っております。

○８番（茂呂孝志君）そういう考え方もいるでしょう。失礼な言い方でしょう。
　それと、３番目は……。

○議長（坪根秀介君）茂呂議員、質疑はありますか。

○８番（茂呂孝志君）まだ１回目ですよ。

○議長（坪根秀介君）手を挙げてください。

○８番（茂呂孝志君）手を挙げたら１回に数えられるでしょう。

○１０番（亀頭寿太郎君）委員会付託にすればいいんじゃない。

○８番（茂呂孝志君）いや、私は委員外議員ですから聞きますよ。
　６項目自民党が掲げているんですよね、選挙公約で６項目。１項目だけしか言っていませんよね。ですから、これは公約違反という認識をお持ちかどうかということでお尋ねしています。
○議長（坪根秀介君）宮崎議員。

○３番（宮崎昌宗君）私は、自民党の執行部でもないので、私が公約した公約ではないのでどうかと思いますけど、あくまでも皆保険を守るとか、そういったものは国の方針ということで、国というか党の方針で言っていることだと思います。まずその入り口からいかないと、今は交渉のテーブルにつくかつかないかの状況だと思いますので、そこで、６項目以外の５項目はどうのこうのというのはちょっとまた違うんじゃないかなと思いますけど。

○議長（坪根秀介君）ほかに質疑はありませんか。

○８番（茂呂孝志君）ちょっと待ってください。議長、私が何を言ったかもわからないんですか。まだ二つありますよ。ちょっと運営がむちゃくちゃやないですか。
　４項目めのところ。

○議長（坪根秀介君）茂呂議員。わかりやすく質疑をしてください。

○８番（茂呂孝志君）４項目めのところ、そう言えばわかるでしょう。そこ書いてあるから。

○３番（宮崎昌宗君）民主党政権のということですね。

　民主党政権の基本方針というのをまず、廃止してくださいと。自民党、公明党における我が国の貿易政策の指針を新たにつくってくださいということを言っていることです。この文章のとおりでございます。

○８番（茂呂孝志君）全品目ということを言っているでしょう。全品目。
○議長（坪根秀介君）宮崎議員。

○３番（宮崎昌宗君）まず、交渉しないと始まらないことだと思うんですよね。聖域をつけるかつけないかということも交渉そのものを全否定しては、これは前に進まないことでありまして、これは聖域をつける、これは認めますよということが交渉だと思いますので、それはちょっと多分茂呂議員の意見であり、見解の相違じゃないかなと思います。
○議長（坪根秀介君）茂呂議員。

○８番（茂呂孝志君）今の答弁からいきます。

　全品目について安倍首相が帰ってから参議院の予算委員会で質疑しているんですよ。これまで関税を撤廃していた米、乳製品など９４０品目あるそうです。それからまた関税品目が９,０００品目あるそうです。これ全てをテーブルに乗せるということを認めています。だから、全品目が交渉の対象になって、それから交渉の過程の中で例外品目を言ってもいいですよといっても、これは交渉の中ですから、交渉が成立しなければ、これは全品目完全撤廃の危険性があるということを申し上げているわけであります。そういうことでありますよ。
　ですから、安倍首相が帰ってきて、参議院の予算委員会なんかでいろいろ聞いたところでそういう問題が起きているわけであります。ですから、私はお尋ねしているところであります。

　それから、もう一つ言います。日米ＴＰＰ共同声明を読んでいないと思います。両政府は日本がＴＰＰ交渉に参加する場合には、全ての物品が交渉の対象とされること、及び日本は他の交渉参加国とともにと、ここでまた言われます、ちゃんと明確にうたわれています。日米ＴＰＰ共同声明を手に入れて、ぜひ読んでここのあたりを修正していただきたいと思います。

　それからまた、この意見書を出すことによって上毛町の声を国政に届けるということで、そう考えているのであれば、私は宮崎議員の考え方については賛同できるところであります。ただ、議員の中に、ただ机に積み上げているだけで効果がないと言う方がいますから、それに対して宮崎議員ははっきり違うということを述べましたので、それはそれでいいと思います。

　先ほど言いましたように、全品目が交渉の対象になるのかならないのか、ここで答弁しろと言ってもなかなか提案者には無理と思いますので、委員会の説明のときにここを明らかにしていただきたいということを要望しておきます。

○議長（坪根秀介君）ほかに質疑ありませんか。
（「質疑なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）質疑なしと認め、宮崎議員の趣旨説明に対する質疑を終了します。

―――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（坪根秀介君）日程第３６、発議第２号　北朝鮮による日本人拉致問題の早期解決を求める意見書（案）を議題とします。

　提出者に趣旨説明を求めます。

　三田議員。

○５番（三田敏和君）それでは、趣旨説明をいたします。

　北朝鮮による日本人拉致問題の早期解決を求める意見書（案）。

　平成１４年、北朝鮮は拉致を認めて５人の被害者を返した。しかし、それ以降、５人の被害者の家族の帰還以外、全く進展はない。北朝鮮の地で、我が国からの救いの手を待っている被害者らの苦しみと日本の地で帰りを待つ家族の苦痛は筆舌に尽くしがたく、さらに１０年の歳月が経過した。

　政府は、現在、１７名を北朝鮮による拉致被害者として認定しているが、それ以外に、いわゆる特定失踪者を含む多くの未認定被害者が確実に存在する。このことは、政府が認めている事実だ。
　平成１８年以降、政府は首相を本部長とする対策本部をつくり、担当大臣を任命して被害者救出に取り組んでいるが、いまだ具体的成果を上げることはできていない。

　一昨年末、拉致の責任者である金正日が死んだ。北朝鮮が生きている被害者を死んだと言わざるを得なかったのは、独裁者金正日の責任を認めたくないためだった。その金正日の死は、後継者金正恩政権の不安定さを含め、救出の好機となり得る。金正恩政権に強い圧力をかけ、実質的交渉に引き出さなければならない。一方で、混乱事態が発生し、被害者の安全が侵される危機も出てきた。混乱事態に備えた救出作戦の準備を早急に完成させなければならない。

　拉致問題が我が国に対する重大な主権侵害であり、かつ許しがたい人権侵害であることは言うまでもない。政府は、ことし勝負の年として、全精力を傾けて全ての拉致被害者を早急に救出するよう強く要望する。

　以上、地方自治法第９９条の規定により、意見書を提出する。

　以上であります。

○議長（坪根秀介君）三田議員の趣旨説明が終わりました。

　趣旨説明に対する質疑を行います。

　質疑ありませんか。

　茂呂議員。

○８番（茂呂孝志君）５点、質疑いたします。

　この事件を国が拉致問題と認識した時期とその件についてお尋ねします。
　それから、この事件が長い間解決できない原因がどこにあるのかお尋ねします。いいですか、用意していますか。筆記できますか。
　上から１３行目です。わかりますか。「北朝鮮の現政権に強い圧力をかけ、実質的な交渉に引き出さなければならない」とあるが、「強い圧力をかける」かけ方としてはどのような方法を考えているのか。
　それから５点目、その下１４行から１５行にかけて「北朝鮮の混乱事態に備えた救出作戦を準備する」とはどのような準備をするのか。

　それから１７行目、「ことしを勝負の年として、全精力を傾けて全ての拉致被害者を早急に救出すること」とありますが、ことしは勝負の年とはどういう意味なのか、これは少し挑発的な表現ではないかなと思いますが、提出者のお考えをお尋ねします。

○議長（坪根秀介君）三田議員。

○５番（三田敏和君）今、茂呂議員から言われた内容について、はっきり言って私も熟知しておりません。実はこの意見書は、北朝鮮に拉致された日本人を救出する福岡の会という全国組織があるわけですが、それの福岡の会から昨年の６月議会に各福岡県全議会に要望して意見書としてとりまとめてほしいということで出したものについて、当議会では、議運の中で皆さんに配付するということにとどめた内容のものです。それを再度意見書として提出してほしいという要望がありまして提出したものであります。ちょっと申しわけありませんが、いつ認定したかとか、その辺については私も熟知しておりません。あと、あれがあればまた調べて。

○議長（坪根秀介君）亀頭議員。

○１０番（亀頭寿太郎君）提案した以上、中を云々といってそこでもって言いわけしても始まらんことなんよ。だから、賛成議員もおられるから、賛成議員が知っている範囲で一緒に答弁してあげ。いや、意見書は地方自治団体の公益性なんよ。決議と違うんですからね。だから、あなた、そこでもって団体から来たと。だから、私はいつも指摘していた。どこの団体から来よるか、これは茂呂さんに悪いけんね。だからあなた、そこでもって団体から来たから内容はそんなんといっても、提案者としてそれはちょっとおかしい。だから、みんなする必要はないけど、賛成者もおるんだから、その説明はしてあげんとね。それはやっぱり議会と名がついた以上は、上毛町の議会の権威にかかわる。
○議長（坪根秀介君）三田議員、説明できますか。

○５番（三田敏和君）大変そこは申しわけなく思っておりますが、私もそこまで深く認識をしておらないことがあるんで、数字等を含めて、今、ここで答えはできません。改めてその辺については確認をしてお答えをしたいと思います。

○議長（坪根秀介君）よろしいでしょうか。
○８番（茂呂孝志君）ちょっと待ってよ。

○６番（安元慶彦君）おれが答える。
○８番（茂呂孝志君）ああ、答える。

○議長（坪根秀介君）安元議員。

○６番（安元慶彦君）賛成者の議員として私の知っている範囲でお答えしたいと思います。

　いつの時点かということでございますけれども、これは小泉総理が北朝鮮に交渉に渡りましたね。その時点で、向こうの方が拉致をしているということを認めたということで私は認識しております。

　それから、経済的制裁かね、茂呂議員。

○８番（茂呂孝志君）強い圧力。

○６番（安元慶彦君）強い圧力。これはもう既にやっておりますけれども、いわゆる新潟港に万景峰号というか、そういう船を寄せつけないとか、限度を設けまして日本から金の持ち出しをさせないとか、もろもろできるものの中で経済的制裁を加えておるということで私は認識しております。

○議長（坪根秀介君）茂呂議員、よろしいですか。

○８番（茂呂孝志君）まだありますよ。国が拉致問題をいつ認識したかということでありますが、これは小泉首相が北朝鮮に訪問したときがありますよね、あれは２００２年やったと思います。そうじゃなくて、これは１９８０年代の話です。そういう問題で、かなり長い期間がかかっています。それで、圧力をかけるという圧力のかけ方ですが、経済制裁であれば私は構わないと思います。

　それで、提出者がなかなか答えができないということでありますので、私の考えだけ述べておきます。私も賛成できるように提出者に協力を求めるわけです。１４行目から１５行目にかけて「一方的で混乱事態が発生し、被害者の安全が侵される危険も出てきた。混乱事態に備えた救出作戦の準備を早急に完成させなければならない」というこの項を削除してほしい。それから……。

○議長（坪根秀介君）茂呂議員、自己の意見は述べられないようになっていますので。

○８番（茂呂孝志君）ちょっと待ってください。答えられないから、私がこれなら賛成できますよということを私は提出者にお願いしているわけです。答えられなければしようがないでしょう。

○議長（坪根秀介君）それは委員会の本会議でやっていただきたいと思います。

○８番（茂呂孝志君）いや、本会議って私はここしかできませんから。委員会でできるなら委員会でやります。私が賛成できるように……。
○議長（坪根秀介君）それは自己の意見ですよね。自己の意見は述べられないようになっていますので。

○８番（茂呂孝志君）述べて、質疑してもいいということになっています。ちゃんとこの専門書を読んでください。ですから、私が賛成するためにはこことここを変えてほしいということを言っているだけです。あとは提出者が考えることです。
　もう一つ言います。最後のところ、「政府は今年を勝負の年として、全精力を傾けて全ての拉致被害者を早急に救出するよう強く要望する」ということを削除して、「よって本町議会は国会呼び政府に対し日朝平壌宣言に立ち返り、全ての拉致被害者を早急に救出するよう強く要望する」というふうに変えてほしいと思います。

　以上です。

○議長（坪根秀介君）ほかに質疑はありませんか。
（「質疑なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）質疑なしと認め、三田議員の趣旨説明に対する質疑を終了します。
　ここで暫時休憩します。再開は１１時３０分とします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　休憩　午前１１時２０分

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　再開　午前１１時２９分

○議長（坪根秀介君）休憩前に引き続き会議を開きます。

―――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（坪根秀介君）これから、本日審議、採決を行う議案の上程を行います。

　日程第４、報告第１号　平成２５年事業年度上毛町土地開発公社事業計画及び予算についてを議題とします。

　議案内容の説明を求めます。
　企画情報課長。

○企画情報課長（尾崎幸光君）それでは報告第１号について御説明させていただきます。

　報告第１号、平成２５年事業年度上毛町土地開発公社事業計画及び予算について。
　地方自治法第２４３条の３第２項の規定により、別紙のとおり報告する。平成２５年３月５日提出。上毛町長、鶴田忠良。

　次のページをお願いいたします。

　事業計画について、朗読により説明をさせていただきます。

　平成２４年１２月１６日の衆議院議員総選挙において、民主党から自民党への政権交代が行われ、新政権のいわゆるアベノミクスと言われる経済対策に対する期待から、株価の上昇や円安の傾向が高まりつつあり、また、来年度に予定されている消費税増税前の駆け込み需要が見込まれるなど、平成２５年度における景気動向は緩やかに持ち直すことが期待されております。
　このような状況下、ハイブリッドカーに代表されるエコカーについては、補助金終了に伴う落ち込みも少なく、平成２４年における北部九州自動車生産台数は過去最高の１４０万台となりました。これは「自動車１５０万台生産拠点構想」により集積が図られた自動車関連企業の生活活動が堅調に推移しているためと考えられるが、海外景気のさらなる下振れや中国及び韓国の反日デモ等による日系企業への悪影響など、景気が下押しされるリスクも存在しております。

　上毛町では、企業の要望に即座に対応できる工業用地が枯渇しておりますので、太陽光発電設備建設に対する問い合わせの際には、企業撤退後の民有地を紹介するなどの対応に迫られたところでございます。今後は、自動車関連企業を初めとする製造業のみならず、新たな産業に対する需要も求められているところでございます。

　このような情勢の中、当公社といたしましては、以下の３点にわたって事務事業を推進してまいりたいというふうに考えております。
　「町からの工業団地取得事業の委託要請に基づき、速やかに適地選定と事業計画の策定を行う。」「新たな工業団地の適地検討を行う。」「多様な産業分野からの新規立地の需要に応える」ということが事業計画となっております。

　次のページをお願いいたします。平成２５事業年度の上毛町土地開発公社会計予算でございます。収入支出予算の総額は、収入支出それぞれ２２万６,０００円と定めております。

　４ページをお願いいたします。まず収入の部でございますが、事業外収入と繰越金で事業外収入の１項の基本財産の果実でございますが、これは５００万円の基本財産の定期預金の利息でございます。それを１,０００円。それから、普通預金の利息ということで１,０００円を計上しております。２項の繰越金が２２万４,０００円ということで、合計いたしまして２２万６,０００円の収入を見込んでおるところでございます。

　５ページをお願いします。支出につきましても、経常的な経費ということで、一般管理費に２０万３,０００円、事業支出といたしまして旅費及び需用費で２万円、それから予備費といたしまして３,０００円、合計いたしますと２２万６,０００円を計上しておるところでございます。

　以上が土地開発公社の事業計画及び予算でございまして、これは、先ほど町長の説明の中でもございましたが、２月２７日土地開発公社役員会で議決をいただいておるところでございます。

　説明は以上で終わります。
○議長（坪根秀介君）説明が終わりました。これから質疑を行います。

　質疑ありませんか。安元議員。
○６番（安元慶彦君）報告ですから、質疑の機会がないかなと思っておりましたけど、与えていただきましてありがとうございます。

　事業計画の中にあります１５０万トライアングル体制ということで言われておりましたものが１４０万というものが達成できたと。かなり九州地区、いわゆる中津、北九州、福岡の日産、トヨタ、ダイハツの中でどんどん自動車というものが生産されてきたという中で、上毛町は周辺地域になるわけでございますけど、事業計画の中で「工業用地が枯渇している」と。これは、言葉尻をとるわけではないんですけれども、本町には工業用の適地がないのかというような感じを受けるわけです。
　そして、事業を推進する４項目につきましても、昨年もこういうことでこのままのものが来ていると。どうした事柄をやったのか、どういうアクションを起こしたのかということです。また来年もこういうことを書いて提案するんじゃないか、いわゆる中身の関係がどうも出てこない。一生懸命探しましたけれども、なかなかまとまった土地というものは地権者の同意が得られなくてなかったとか何とかじゃないと、ただ文言だけこういうふうにすばらしいものを並べていますけれども、この中身がどうであったのか。私は土地開発公社そのものの存在というものが問われていくんじゃないかという感じがしますが、中身についてはどうですか。
○議長（坪根秀介君）企画情報課長。

○企画情報課長（尾崎幸光君）言葉として、工業用地が枯渇しているということで、今、工業用地として造成した土地を土地開発公社として持っていないということでございます。

　去年１年間でございますが、この文章の中にも書いておりますが、太陽光発電が建設できるところはないかということでいろいろな企業から問い合わせがございまして、町内の民間のあいているところ等々に御紹介をしたという経緯はございます。

○議長（坪根秀介君）安元議員。

○６番（安元慶彦君）探したけどなかなかとかいうようなニュアンスですけれども、太陽光の関係もちょっと出ましたからですね。

　私は、昨年の質問のときに、遊休のため池あたりが存在していると。こういうものを有効活用するような方法を考えたらどうかということでお尋ねしたら、当時の産業課長がいろいろしましたけど、私は求める側が、どういう内容のものかということはわかりませんけれども、そういった遊んでいる土地があるわけですよね。これはもう地権者がありますから、置いたものを取るわけにはいきませんけれども、そういったところあたりも幅広く探して、そして需要に応えていくというような、そういう体制じゃないとと思うんですよね。そういうものもそういう土地がなかったということでやっておりますけれども、そこら辺、企画課長、どんなものですか。幅広く目配りをしてやったわけですか。

○議長（坪根秀介君）企画情報課長。

○企画情報課長（尾崎幸光君）昨年度事業につきましては、先ほど言いました太陽光の御紹介をしたぐらいしか行っておりません。検討はいろいろなところで、上毛町の中で適地になりそうなところという部分の調査ぐらいは行っておりますが、まだ用地の買収等までにはいっておりません。
○議長（坪根秀介君）安元議員、よろしいですか。

　ほかにございませんか。
（「質疑なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）質疑なしと認め、質疑を終了します。

　以上で、本件の報告を終わります。

―――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（坪根秀介君）日程第５、議案第４号　平成２４年度上毛町一般会計補正予算（第８号）を議題とします。

　議案内容の説明を求めます。

　総務課長。

○総務課長（川口　彰君）それでは、議案第４号について、私のほうから提案、また説明をいたしますが、その前に先般の臨時議会におきまして正誤表の送付を行い、議長初め議員の皆様に大変御迷惑をおかけしましたことに対し、深くおわびを申し上げます。

　それでは、議案第４号について御説明いたします。

　議案第４号、平成２４年度上毛町一般会計補正予算（第８号）。
　平成２４年度上毛町一般会計補正予算（第８号）は次に定めるところによる。
　第１条でございます。歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４億１,９６４万２,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ５３億９,５９５万２,０００円とするものでございます。
　次に、第２条の繰越明許費でございます。地方自治法第２１３条第１項の規定により、翌年度に繰り越しして使用することができる経費は、第２表繰越明許費によるものでございます。
　第３条の債務負担行為の補正でございますが、債務負担行為の追加及び変更は、第３表債務負担行為補正によるものでございます。
　平成２５年３月５日提出。上毛町長、鶴田忠良。

　６ページのほうをお願いいたします。第２表の繰越明許費でございます。
　７款土木費２項道路橋梁費の社会資本整備総合交付金事業の上毛パーキングエリア・スマートインターチェンジ設置事業でございますが、２,２７９万３,０００円。同じく２項の道路橋梁費で、これも社会資本整備総合交付金事業関係でございます。道路標識点検事業で１０５万円、同じくトンネル点検事業で２２５万円。

　１０款１項の農林水産施設災害復旧費の農地及び農業用施設災害復旧事業費で１,０４０万円を繰越明許費としてお願いするものでございます。
　次のページになりますが、第３表の債務負担行為の補正でございます。
　まず、追加の債務負担行為でございますが、大平湯の迫温泉「大平樂」手づくり村館指定管理料でございます。期間が平成２４年度から平成２９年度までで、限度額が１,３５０万円、それから、大池公園多目的運動広場及び健康増進施設指定管理料で、期間につきましては平成２４年度から平成２９年度までで、限度額が４,２５０万円でお願いするものでございます。なお、期間が２４年度からとなっておりますが、２４年度におきまして指定管理者の引き継ぎ等々の事務処理、あるいは基本契約等々が発生しますので２４年度からとさせていただいております。補足ではございますが、２４年度につきましては指定管理料は発生しておりません。指定管理料の発生は２５年度から２９年度までとなります。

　次に、変更分の債務負担行為でございます。電気料の今後の見込みによりまして、げんきの杜の指定管理料を変更させていただいております。期間につきましては変更ございませんが、限度額を１,１００万円とするものでございます。
　次に、８ページの歳入歳出予算の事項別明細書でございます。まず、歳入でございます。
　１款町税で２億６,５００万円の増額補正を行っておりますが、個人住民税４,０００万円、法人住民税２億１,０００万円、固定資産税１,５００万円を今回の補正で追加をお願いするものでございます。
　次に、８款地方特例交付金でございますが、子ども手当等の制度改正に伴いまして、実績におきまして３０４万９,０００円の減額補正を行い、総額予算といたしまして２８５万１,０００円ということで一応確定しているところでございます。

　次に、９款地方交付税の関係でございます。今回、４１１万７,０００円の補正をお願いしております。これにつきましては１３ページのほうに詳細がございますので、１３ページのほうで説明をさせていただきます。
　普通交付税で減額の１,４１１万３,０００円を計上しておりますが、これにつきましては冒頭おわびした件でございます。先般の臨時議会におきまして、正誤表の送付を行ったことに伴いまして、今回、事務処理といたしまして減額補正をお願いするものでございます。なお、普通交付税につきましては、一応確定をしておりまして、２４億７,９４１万５,０００円となります。
　それから特別交付税でございます。これは見込みでございますが、今回、１,８２３万円を追加いたしまして、総額で１億７,８２３万円を見込んでいるところでございます。現時点では、地方交付税の総額見込みにつきましては、２６億５,７６４万５,０００円を見込んでいるところでございます。
　８ページのほうに戻りますが、１１款分担金及び負担金でございます。５６６万６,０００円の減額補正を行っておりますが、主として保育料の３００万円の減額でございます。これにつきましては、実績による減ということでございます。それと農地災害復旧事業費の受益者分担金の減ということで、１６７万５,０００円減額を行っているところでございます。
　次に、１２款使用料及び手数料でございます。１７０万９,０００円の減額補正でございますが、公営住宅使用料の１００万円の減額が主なものでございます。
　次に、１３款国庫支出金でございます。３,４３４万４,０００円の大幅な減額を行っておりますが、新たな難視対策事業費補助事業助成金におきまして、これはテレビ放送の地上デジタル化に伴う難視対策事業でございますが、当初は町を通して補助金を交付する予定でございましたが、今回、国から直接地元に交付するということで、この部分の減額が大きなものとなっております。
　次に、１４款県支出金でございます。８３９万８,０００円の減額補正でございますが、主といたしまして緊急雇用創出事業関係での減額ということで２７２万円、それから、農業用施設と農地災害復旧事業関係の補助金で、合わせまして４３４万９,０００円の減額が主なものでございます。
　次に、１５款財産収入でございます。５６０万６,０００円の増額補正でございますが、主といたしまして、友枝保育所跡地分譲に伴う売り払い収入が主な増額でございます。

　次に、１７款繰入金でございます。８,７１０万円の減額補正でございますが、今回、まちづくり基金と減債基金繰入金を当初予算計上分全額を減額しているところでございます。

　次に、１８款繰越金でございます。１,９２８万４,０００円の増額補正でございますが、今回、前年度繰越金を全額計上させていただいております。
　次に、１９款諸収入でございます。２億６,６１０万１,０００円の大幅な増額補正でございます。１２月議会でも説明いたしましたが、今回、福岡県市町村災害共済基金組合の解散によりまして、２億５,１７３万７,０００円の納付金の返還と市町村振興宝くじ交付金ということで３,６６３万円を新たに計上し、増額となっております。

　歳入合計として、５３億９,５９５万２,０００円の歳入でございます。

　済いません、先ほどげんきの杜の指定管理料限度額のほうを１億１００万ということで訂正させていただきます。

　それから、９ページでございます。歳出関係でございます。

　まず、全体的には、人件費関係の不用額、それから職員の時間外勤務手当、また各款におきまして、今後の支出見込み等により不用額等の精査を行っております。
　詳細につきましては２６ページからの歳出予算で説明をさせていただきます。
　２６ページ、１款議会費でございます。これにつきましては時間外手当の支出見込みということで減額をさせていただいております。

　次に、２７ページ、２款総務費でございます。総務費全体で３,２９７万７,０００円の減額を行っておりますが、減額部分につきましては、先ほども説明いたしましたが、人件費関係、事務費、需用費関係等々の今後の支出見込みにより減額をしているところでございます。
　これは、総務費以外につきましても同様でございます。総務費関係では、人件費等以外では、これは２７ページの一番下の欄でございますが、総務費の一般管理費におきまして退職職員２名分の退職手当組合特別負担金ということで新たに１,０６０万５,０００円を、また、同じく事務的補助金で、築上東部乗り合いタクシーの運行助成金の追加で８７万６,０００円をお願いするものでございます。
　次に、２８ページの一番下の欄になりますが、６目企画費１９節建設的補助金で、先ほどの歳入の国庫支出金でも御説明いたしましたが、テレビ放送の地上デジタル化に伴う難視対策事業費補助金が、当初は町を通して交付する予定でございましたが、今回、国から直接地元に補助金を交付するということで、この部分の３,４２０万円の減額が大きなものとなっております。

　次に、３２ページをお願いいたします。民生費全体で８,６３０万１,０００円の大幅な減額をしております。減額分の主なものとしては、１項１目２８節国民健康保険特別会計繰出金の不用見込み額ということで、３,３７５万５,０００円の減額。また、３３ページの１９節福岡県介護保険広域連合負担金と後期高齢者医療費給付金負担金の不用額、合わせまして１,１９１万円の減額。それと２８節繰出金で後期高齢者医療費保険繰出金の不用見込み額ということで４１１万１,０００円の減額を行っているところでございます。
　３４ページの一番下の欄から３５ページにかけてでございますが、障害者福祉費におきまして、扶助費の給付費の１５０万４,０００円の増額、同じく障害者福祉費で２３年度における国県等の精算還付金ということで、４５３万３,０００円の増額となっております。

　次に、３６ページのほうをお願いいたします。児童措置費の扶助費の関係でございます。子ども手当、児童手当の不用見込み額ということで７６８万円の減額、それから３６ページの一番下の欄になりますが、保育所の賃金関係で、嘱託保育士、代替保育士の賃金１,２９４万６,０００円の減額となっております。それから、保育所関係で、今回、両保育所に加湿空気清浄器の購入費ということで、１８節備品購入費で５８万４,０００円をお願いするものでございます。
　次に、３８ページのほうをお願いいたします。４款衛生費全体で２,２０３万３,０００円の減額を行っておりますが、減額分の主なものは、予防費における各種予防接種委託料の不用見込み額と、４１ページになりますが、上下水道における簡易水道事業特別会計及び農集排事業特別会計への繰出金の見込み額による減額を行っているところでございます。
　次に、４２ページをお願いいたします。５款農林水産業費全体で６５８万２,０００円の減額を行っておりますが、減額分の主なものでは、人件費、それから各種農業関係補助金等々の不用見込み額、それからこれは４４ページになりますが、国土調査事業の委託料の入札執行残による減額で、２５８万円を計上するものでございます。
　次に、４５ページの商工費でございます。商工費全体で２３０万円の減額をしておりますが、緊急雇用創出事業関係委託料におきまして、実績見込み等によりまして委託料が減額となっているところでございます。

　次に、土木費の関係です。４６ページでございます。土木費全体で３７万３,０００円の増額でございます。まず、減額分といたしましては、人件費、需用費等の不用見込み額、それから用地費、補償費関係の見込みによるものでございます。増額分では、新たにこれは今回２月２６日の国会における補正予算の成立に関連する事項でございますが、道路等トンネル点検業務費ということで３３０万円を計上しております。これにつきましては、繰越明許費でも説明いたしましたが、全額を繰り越すということにしております。

　また、社会資本整備総合交付金事業関係では、工事請負費を減額いたしまして、パーキングエリア・スマートインターチェンジ測量設計委託料に組み替えまして、３０５万円を計上しているところでございます。

　次に、４８ページをお願いいたします。８款消防費全体で１,１３７万３,０００円の減額をしておりますが、主といたしまして、庁舎の非常用電源設置工事費の入札執行残等によりまして、１,０９６万６,０００円を減額しております。
　次に、教育費全体で４,４４０万３,０００円の減額をしておりますが、これも人件費、需用費等の不用見込み、それから事務機器リース料等の今後の見込みによるものでございます。これ以外につきましては、５１ページの中学校費の学校管理費の工事請負費におきます上毛中における太陽光発電設備設置工事費の入札執行残ということで、１,５００万円の減額を行っております。
　次に、５３ページでございます。１０款災害復旧費の関係でございます。主といたしまして、災害復旧事業における補助金等の確定によりまして、財源内訳の変更を行っております。

　次の、５４ページの公債費でございます。公債費では５,５４６万１,０００円の大幅な増額を計上しております。町長の提案理由の説明と重複いたしますが、福岡県市町村災害共済基金組合の解散によりまして、当組合への繰上償還金等を計上しているところでございます。
　最後の１２款諸支出金でございます。財政調整基金に１億６,９９９万円、それから公共施設整備基金に１億２万円、減債基金に３億１２万円の基金積み立てを行っているものでございます。
　以上、概略でございますが、全体的な説明でございます。以上です。
○議長（坪根秀介君）説明が終わりました。

　これから質疑を行います。

　質疑はありませんか。安元議員。
○６番（安元慶彦君）私は、７ページの債務負担行為についてちょっとお尋ねをいたします。
　追加ということで、この２カ所の指定管理料は２４年度から２９年度と。私は２６年度から２９年度ではないかという感じがするわけですね。２５年度から新しい方に管理を委託します。２４年度までの分については、２０年度の予算書の中で債務負担行為が行われておるわけです。当然予算も組まれております。
　先ほどの総務課長の説明では、事務の引き継ぎをするからお金が何とかと言いよりましたけど、どうも私は腑に落ちません。これから先の議案の中で指定管理を行っていくわけでございますけれども、そういう中で、２５年度については一番最初ですからこれに出てきませんで、２６年度から４カ年に対してこういう債務の負担というものをやっていくんですよということでなければおかしいと、私はそう思うわけですけども、２４年度からというのはどんなことになるんですか。
○議長（坪根秀介君）総務課長。

○総務課長（川口　彰君）ちょっと私の説明が不足していたかもわかりませんが、先ほど引き継ぎ期間が必要であるということでお答えいたしました。これに加えまして、まず、債務負担行為につきましては、その行為をすることの事項、それから期間、限度額を定めるということで、地方自治法、あるいは地方自治法施行規則で定められているところでございますが、事項部分の指定管理料、あるいは期限につきましては、切れ目なく施設を運営するために、３月中に指定料の基本協定締結事務を行うわけでございます。この基本協定を締結するに当たり、予算がないと協定が締結できませんが、今回の債務負担行為によりまして、この基本協定締結の執行等が可能となりますので、今回２４年度からとさせていただいているところでございます。

○議長（坪根秀介君）安元議員。

○６番（安元慶彦君）そうしますと、既に予算を措置されて債務負担行為をやっておる、この２４年度分については、どこにお金がいくんですか。

○議長（坪根秀介君）総務課長。

○総務課長（川口　彰君）これにつきましても先ほど御説明いたしましたが、２４年度分につきましては指定管理料は発生いたしません。以上です。
○議長（坪根秀介君）安元議員。

○６番（安元慶彦君）そうしますと、２０年度の予算の中で債務負担行為を起こした方には２４年までの管理料はやるわけですね。そして、新しい方には２５年度からの出発で５年間すると、そういうことに捉えられるわけですけど、その中で、あえて平成２４年度からということを出す、これはどんなあれになって事務処理がなされるわけ。

○議長（坪根秀介君）総務課長。

○総務課長（川口　彰君）先ほども申し上げましたが、あくまでも基本協定を締結するのが３月中でございます。この事務をするためには、本来ならば予算がなければ執行できませんが、債務負担行為によりましてこの事務ができるということで２４年度からということでしておりまして、２４年度につきましては、事務的な処理ということで、指定管理料は発生しないということでございます。

　以上です。

○議長（坪根秀介君）ほかに。三田議員。

○５番（三田敏和君）３６ページに児童福祉費で１,５００万の減額補正をしております。その中に、賃金として新吉富保育所８６０万、大平保育所４３０万ということで、その中の大きいのが嘱託保育士ということになっております。２４年度、保育の充実という中で、保育士さんが集まらないというようなことで待遇改善をしながらということで予算づけたというふうに思っております。こういう中で、８００万とか４００万とか非常に大きい、その中でも本来目的とした嘱託保育士の減額補正になってる。この辺はどういうことなのか、今後どのように対応していくのか、御説明をお願いします。

○議長（坪根秀介君）住民課長。

○住民課長（中　　豊君）保育所の運営費ということで減額が１,２９０万程度ということでございますけれども、これにつきましては、先ほど三田議員がおっしゃるとおり、２４年度当初におきまして、待機児童の解消と保育の充実ということで、保育士の処遇改善を行い、保育士の確保に努めてまいりました。結果、２４年度中に採用した保育士については５名おります。退職した保育士が３名ということで、結果的に２名の増員にとどまっております。今回、おおむね４名程度ということでございますけれども、嘱託保育士の賃金とそれに伴う代替の保育士の賃金ということで１,２９４万６,０００円を減額させていただいております。
　今もハローワークには年中募集をかけておりますし、また、この４月ごろには広報で募集をかけております。また、今後、回覧等でも募集をかけていきたいというふうなことでございます。以上でございます。

○議長（坪根秀介君）三田議員。

○５番（三田敏和君）今から少子高齢化で人口をふやさないかんという中でいろいろ宅地造成等行ってきている中で、現実、集まらないということで非常にこの先が心配されるわけです。単にハローワーク、広報によるものだけでは限界があるのではないかというような気がします。実際に保育の免許を持っている方がこの町内にどのくらいおって、近隣にどのくらいおってとか、要するに、もっと突っ込んだ調査をして掘り出しをしていかないと、このままでは新年度も同じような予算をつけるはずなんです。実際、職員が充実するには足りないという中で、こういうことをやって、このくらいの減額をするというのは極めて遺憾だというふうに思います。ぜひ、新たな対策をお願いしたいというふうに思います。

　３回ですからもう一回、後で言います。その件、お願いします。

○議長（坪根秀介君）住民課長。

○住民課長（中　　豊君）先ほどの答弁の中にもございましたけれども、募集をかけるというようなことでございますけれども、私が昨年、２４年度から課長になりまして、回覧等だけではなくて、近くには専門というか、学校もございます。そこにも二、三度足を運びまして、ぜひ、要請をして来てくださいというふうな御要望もかけております。今後につきましては、先ほど三田議員がおっしゃったように、町内の保育士の事情というようなことも調査をしたいと考えております。

○議長（坪根秀介君）三田議員。３回目です。

○５番（三田敏和君）ぜひその辺はもっともっと処遇改善をしないといけないのかどうか、その辺も含めて再度検討していただきたいなというふうに思います。
　それと、４８ページの防災費の中で、庁舎非常用電源の見込み額が１,０００万というふうに出ております。これは何パーセントの落札率だったのか、どこが落としたのかだけちょっと確認します。

○議長（坪根秀介君）総務課長。

○総務課長（川口　彰君）業者につきましては、九電工でございます。まことに申しわけございません。落札率につきましては、入札残が１,０００万ぐらいありますので、多分低い値だったと思います。済いません。

○議長（坪根秀介君）ほかに質疑はありませんか。亀頭議員。

○１０番（亀頭寿太郎君）予防費の関係でお尋ねします。

　ことしは大変インフルエンザもはやったというようなことでございますけど、これには高齢者のインフルエンザの減が７５万と上がっているようなわけでございます。非常に高齢者の多い上毛町でありますけど、どうしてこんなふうになったのか。インフルエンザの関係の啓蒙活動が、余り行っていないちゃ悪いけど、啓蒙活動が少ないんじゃないかなというような感じがいたしますが、どうした理由ですか。

○議長（坪根秀介君）健康福祉課長。

○健康福祉課長（坪根勝磨君）高齢者のインフルエンザの接種の状況でございますけれども、例年約１,７００名前後の方がお受けになっています。で、６５歳以上の人口からすれば、大体７割近くの方が接種をしておりますので、それぞれの状態がございますけれども、７割という接種率はかなり高い状況ではなかろうかと思いましす。大体例年このぐらいの状況で推移をしております。

○議長（坪根秀介君）ほかにございませんか。茂呂議員。

○８番（茂呂孝志君）８項目伺います。
　まず１２ページ、８款１項１目地方特例交付金ですが、余りにも減額幅が多いんですよね。これをお尋ねします。
　それから、地方交付税。普通交付税は、普通だったら追加計上するんですが、今回は１,４００万程度減額していますけれどもなぜか。大体、地方交付税の額は９月議会でお答えした金額と一致しています。確定された金額が来たものと思いますが、その中で、１,４００万減額というのがちょっと理解しにくいので説明を求めます。

　２２ページの１５款２項２目財産売り払い収入ですが、町有林間伐材がマイナス１００万になっていますが、なぜか。

　それから、衆議院選挙ですが、私は何でここで一般財源を投入するのかとお尋ねしました。４７万を減額しています。それで、減額幅が多いのは消耗品ですが、２３万６,０００円、どのくらい今度要ったのか。消耗品が一番多いようですが、なぜこのように４７万を減額できたのか。

　それから、３６ページ、３款２項９目、町が力を入れている三世代支援事業ですが、ここも大幅な減額が生じています。

　それから、三田議員がお尋ねしたところですが、３６ページ、３款２項３目です。嘱託賃金の不用見込み額があります。非常に高いんですが、その中で、大平と新吉でもまた差が大きいわけです。この差は何か。

　それから、臨時看護師賃金不用額、全額出ています。なぜか、雇用ができなかったのかどうかお尋ねします。

　それから、給食の食材費ですが、大平と新吉で不用額の差が大きいです。これは指定管理者ですから、ほぼ同額で推移するのではないのかなと思っていましたけれど、なぜこういう差が出るのか。献立は同じと思いますので、なぜこういう差が出るのか少し疑問に思います。

　それから、３８ページ、４款１項２目予防費ですが、国の支出金がゼロになっています。なぜかこの点をお尋ねします。本来であれば、２２５万８,０００円ですか、計上していたんですが、ゼロになっていますので、なぜか。

　それから、１２年度の補正予算で元気臨時交付金が活用されるということを聞いていますが、この予算に生かされていないのはなぜかお尋ねいたします。
○議長（坪根秀介君）総務課長。

○総務課長（川口　彰君）まず、１２ページの関係です。地方特例交付金の補正額が３００万ということでございますが、これにつきましては、見込みということで答弁させていただきます。
　それから、１３ページの地方交付税の関係でございます。これにつきましては、今回１,４１１万３,０００円の減額をしております。冒頭おわびを申し上げましたが、前回の正誤表に伴いまして行ったということで、実質は３月補正ではこういう値にはなりませんが、これはおわびした件でございます。改めましておわび申し上げます。

　３０ページで衆議院議員総選挙の関係でございます。全額補助ではないかということで、まずここで見解の相違があるわけでございますが、選挙費につきましては、大きく衆議院、参議院、知事、県議会、市町村、それから議員の六つがあります。あくまでも備品等の購入につきましては、査定等におきまして、ほかの選挙にも使われるということで６分の１しか見られない場合がございますので、その分につきましては当然一般財源ということになります。茂呂議員は一般財源要らんのではないかという御質問でございますが、補助対象にならない分につきましては、あくまでも一般財源は必要でございますので、そういう観点から、今回、補正で落とさせていただいているということでございます。

　それから、交付金の対象ということでございますが、これも説明したと思うのですが、繰り越しの関係の道路標識とトンネル点検につきましては、先ほども国会予算が通過ということで、それに伴いまして、今回、新たに補正予算で上げさせていただきまして、なおかつ繰り越しをしたということで説明したつもりでございます。

　以上です。

○議長（坪根秀介君）産業振興課長。

○産業振興課長（永野英憲君）では、私のほうから予算書の２２ページ、町有林の売り払い収入の減額につきまして答弁をさせていただきます。
　この件に関しましては、当初、４５０万円ということで、今現在、間伐材等の販売につきましては、森林組合さんのほうにお願いしているところでございます。当初の単価ですとそれぐらいの見込みがあるだろうというようなことで予算計上をさせていただいておりましたが、実際販売をいたしますと、３５０万程度しか売れなかったというようなことで、実績に伴う減額ということで御理解をいただきたいと思います。

○議長（坪根秀介君）住民課長。

○住民課長（中　　豊君）では、私のほうから、まず３６ページの三世代支援事業ということでございます。これは、主には学校給食費の部分が見込みよりも少なかったということでございます。この差につきましては、住民基本台帳と申請の数の差ということと、あとは、当初から就学支援等については初めからカウントをしておりましたので、その分の減というようなことでございます。

　保育所の新吉と大平分の違いでございます。臨時看護師については、実は、当初は新吉のほうで組ませていただいておりました。ところが、入所児童が０歳児のほうが大変に多かったということで、看護師については大平のほうで採用させていただいたということで、新吉については減額ということで、この差でございます。

　それと、給食の材料費ということで、これについては、大平と新吉の園児の数が違います。これで、当初はマックスというか、１２０％で見ておりましたけれども、それに満たないということで、減額をさせていただいておるわけでございます。大平の保育所と新吉の保育所の入所児童の数ということで御理解願いたいと思います。

　以上です。

○議長（坪根秀介君）健康福祉課長。

○健康福祉課長（坪根勝磨君）私のほうからは、３８ページからの予防費のところで、国県支出金の増減額が上がっていないがという御指摘です。ここには、当初予算の段階で、子宮頸がん並びに肺炎球菌、ヒブワクチン、この３予防接種に関係しまして、ワクチンの接種緊急促進事業ということで、当初予算で２２５万８,０００円を歳入として計上しておりました。

　今回、１９節にございますように、この３ワクチンが減額となったわけで、これに呼応して国県支出金も減少するのではなかろうかというような御指摘ではないかと思うんですけれども、もともと当初、予算で歳入を見込みましたときに、これは県の基金事業として各市町村に配分がなされたわけです。各市町村の接種状況等がまだなかなか見込めない状況で、配分される額は、県のほうが示した基準額というものが低く抑えられておりました。その関係で補助金も低目に歳入予定をしておりました。今回、接種事業が終わりまして、最終的な見込みで算定しましたところ、当初の見込みとほぼ同額。歳出全体としては減りまして、交付率が逆に上がったといいますか、ほぼ当初見込んだ額と相違ないということで、今回は特段の財源措置はしておりません。

○議長（坪根秀介君）茂呂議員。

○８番（茂呂孝志君）１点お聞きします。元気臨時交付金ですが、聞き漏らしたかもしれませんけれども、事業をやっているということですが、この限度額は幾らなのか。
　それから、どういうものに使われるかよくわかりませんけれども、例えば各小学校と中学校に太陽パネルを設置すれば、太陽光を遮断して冷房の効果もあるし、空調設備も電気代が浮くのではないかなと思いますが、今後どういう事業を展開していくのかお尋ねします。
○議長（坪根秀介君）総務課長。

○総務課長（川口　彰君）まず、地域の元気臨時交付金ということでございますが、これにつきましては、対象がなかなか狭くなっておりまして、具体的な交付対象につきましては、実施計画を策定する地方公共団体、それから実施計画に掲載した事業に対して交付限度額を上限として交付金を交付する。
　それから、交付限度額につきましては、追加公共事業等の地方負担等をベースとして算定するということで、メニューの中で、補助残の部分につきまして該当するんですけれども、うちの事業でいいますと、社会資本事業の一般財源分が対象となります。その金額が対象になるということで、その分をほかの事業に使ってもいいわけでございますが、今までの交付金と違いまして、若干使用範囲が狭くなっております。ほとんど国・県の事業のほうに行くのではなかろうかというふうに思っております。
○議長（坪根秀介君）茂呂議員、よろしいですか。

　ほかに質疑はありませんか。

（「なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）質疑なしと認め、質疑を終了します。

　これから討論を行います。

　反対討論はありませんか。
（「反対討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）賛成討論はありませんか。

（「賛成討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。
　これから本案を採決します。
　本案を原案のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（坪根秀介君）全会一致。よって、議案第４号、平成２４年度上毛町一般会計補正予算（第８号）は原案のとおり可決することに決しました。
　ここで暫時休憩します。再開は１３時４０分とします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　休憩　午後１２時２１分

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　再開　午後　１時４０分

○議長（坪根秀介君）休憩前に引き続き会議を開きます。

　なお、古野議員より午後の会議から欠席する旨の届け出を事前に受けております。議長として、これを了承しておりますことを御報告いたします。

―――――――――――――――――――――――――――――――
○議長（坪根秀介君）日程第６、議案第５号　平成２４年度上毛町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）を議題とします。

　議案内容の説明を求めます。

　健康福祉課長。

○健康福祉課長（坪根勝磨君）それでは、議案第５号、平成２４年度上毛町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）につきまして御説明をさせていただきます。

　まず、表紙第１条にございますとおり、今回は、歳入歳出予算の総額からそれぞれ８,５７３万１,０００円を減額しまして、総額９億９,６７０万４,０００円とするものでございます。
　今回、補助金、交付金等額の確定に伴います歳入調整をさせていただきますとともに、年間の医療費見通しを歳出的に精査しながら、歳入歳出予算の最終調整をさせていただいたところでございます。

　初めに、歳出側から主な補正項目を中心に御説明をさせていただきます。

　５ページをお開きいただきたいのですが、総括の中で、まず２款保険給付費で９,５９９万１,０００円の減額となっております。これは、１７ページから１８ページにかけまして、目別の計上にもございますように、１年を通じまして各保険給付費の支払い額が２４年度は低調に推移をしたところでございます。これによりまして、大幅な不用額が生じる見込みとなっております。
　過去、療養給付費や高額医療費につきましては、毎年大幅な伸び率を示してまいりましたけれども、平成２３年度の後半から伸び率が鈍化傾向に転じております。町長の提案理由にもございましたとおり、２４年度の実績値は前年を下回る水準となっておりまして、このことは、一つには特定健診、特定保健指導を中心とした生活習慣病対策の成果のあらわれでもあるというふうに感じているところでございます。

　次に、歳出１１款諸支出金で２,２３０万円と大きな増額補正となっております。これは２５ページのほうで計上しておりますけれども、これにつきましては、２３年度の療養給付費の負担金の実績精算による返還金となっております。これも、先ほど来申し上げましたとおり、療養費の低調な推移が影響しまして、２３年度の療養給付費負担金の申請額と実績値とが大きく乖離をしまして、このような返還金が生じることとなったものでございます。
　その他、歳出各項目につきましては、それぞれ拠出金、あるいは納付金といった最終所要見込み額を精査した後の不用見込み額といたしまして、今回、減額補正をさせていただいております。

　続きまして、歳入側ですが、まず６ページをごらんいただきたいと思います。国民健康保険税ですが、これは被保険者所得の減少、あるいは異動等によります変更で、最終課税調整額としまして、総額で３５０万円の減額となっております。

　７ページ、国庫支出金でございますが、総額では６,１５３万円、それから１１ぺージの高額医療に係る共同事業交付金につきましては、４,７５０万円と大きな減額となっておるわけでございますが、これにつきましても、先ほど来からの療養給付費の停滞動向の影響等が大きく影響しておりまして、加えて、５款の前期高齢者交付金の増額等も算定上影響していることを御承知願いたいと思います。
　その他項目として、県支出金、共同事業に関しましても同様に療給の動向が影響しまして、例年に比べ、減額幅がやや大き目というふうになっております。

　それから、９款繰入金ですが、１３ページの各節ごとに計上のとおり、確定に伴いまして、１～６節までの法定繰り入れ分の額を最終的に調整させていただいております。それから、療養費の停滞動向に伴いまして、一般会計からの財源補塡分としての繰り入れ、これにつきましては３,０００万円減額をさせていただきまして、最終的には４,０００万円の繰り入れになる予定でございます。
　それから、１５ページの諸収入で３６４万７,０００円の補正でございますが、これにつきましては交通事故によります第三者行為に係る納付金の収入見込み分として、今回、計上させていただいております。
　なお、全体財政調整として、繰越金から３,３８７万５,０００円を歳入の不足財源に充てております。
　以上で国民健康保険特別会計補正予算の説明とさせていただきます。
○議長（坪根秀介君）説明が終わりました。

　これから質疑を行います。

　質疑はありませんか。

　茂呂議員。

○８番（茂呂孝志君）医療給付費が低くなったということであります。１人当たりの医療費が減ったと思いますが、その内容について、わかれば御説明願いたいと思います。

○議長（坪根秀介君）健康福祉課長。

○健康福祉課長（坪根勝磨君）１人当たりの医療費につきましては、まだ２４年度分の額は確定しておりませんのでまだ後になりますが、現在の見込みとしては、前年よりも若干減ってくるであろうということで、その程度で御勘弁願いたいと思います。

○議長（坪根秀介君）茂呂議員、よろしいですか。

○８番（茂呂孝志君）はい。

○議長（坪根秀介君）ほかにございませんか。

（「質疑なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）質疑なしと認め、質疑を終了します。

　これから討論を行います。

　反対討論はありませんか。

（「反対討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）賛成討論はありませんか。

（「賛成討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。

　本案を原案のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（坪根秀介君）全会一致。よって、議案第５号、平成２４年度上毛町国民健康保険特別会計予算補正予算（第１号）は、原案のとおり可決することに決しました。

―――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（坪根秀介君）日程第７、議案第６号　平成２４年度上毛町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）を議題とします。

　議案内容の説明を求めます。

　健康福祉課長。

○健康福祉課長（坪根勝磨君）それでは、議案第６号、平成２４年度上毛町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）について御説明をさせていただきます。
　表紙の第１条にございますとおり、今回、歳入歳出それぞれ２４１万３,０００円を減額いたしまして、歳入歳出予算の総額をそれぞれ１億３,０１１万６,０００円とするものでございます。

　６ページのほうをお開きいただきたいと思います。歳入でございますが、保険料収入につきましては、年度内の加入者の異動等を反映した形で、最終調整額として、今回、７３万２,０００円の減額補正を行うものでございます。

　次、７ページの繰入金につきましては、一般会計からの事務費繰入金の減額が２６８万８,０００円、それから保険料軽減措置に係ります保険基盤安定繰入金の額の確定に伴います減額として、１４２万３,０００円でございます。

　８ページの繰越金につきましては、今回、前年度の繰越金を全額歳入しまして、一般会計からの繰入金からの減額調整に充てることとしております。
　歳出でございます。
　９ページ、まず、一般管理費で８３万６,０００円の減額でございますが、これは職員の異動、事務費不用額を増減調整したものでございます。

　１０ページ、広域連合納付金でございますが、これは説明欄にございますとおり、保険料軽減措置に係る保険基盤安定負担金、それから保険料負担金の確定に伴う納付金の減額分、それから過年度保険料の精算負担金所要額、これらを合わせまして、合計で１３２万７,０００円の減額というふうになっております。

　１１ページの諸支出金につきましては、過誤納還付金の見込み額ということで、２５万円を減額をさせていただいております。
　以上、説明とさせていただきます。
○議長（坪根秀介君）説明が終わりました。

　これから質疑を行います。

　質疑ありませんか。
（「質疑なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）質疑なしと認め、質疑を終了します。

　これから討論を行います。

　反対討論はありませんか。

（「反対討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）賛成討論はありませんか。

（「賛成討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。

　本案を原案のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（坪根秀介君）全会一致。よって、議案第６号、平成２４年度上毛町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）は、原案のとおり可決することに決しました。

――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（坪根秀介君）日程第８、議案第７号　平成２４年度上毛町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）を議題とします。

　議題内容の説明を求めます。

　建設課長。

○建設課長（古原典幸君）それでは、議案第７号の御説明をさせていただきます。
　議案第７号、平成２４年度上毛町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）。

　平成２４年度上毛町の農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）は次に定めるところによるということで、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ２０１万７,０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ５,６２５万１,０００円とする。
　平成２５年３月５日提出。上毛町長、鶴田忠良。

　予算書の９ページをお願いいたします。主な減額内容でございますが、１款１項１目処理施設等管理費で、職員の人件費の９万７,０００円を減額させていただくものでございます。

　次のページをお願いいたします。２款１項１目建設事業費でございます。工事請負費を１９２万円減額させていただくものでございます。内容につきましては、公共ます設置分の４基分、１２０万円と管路の本線分７２万円、この部分が建設がございませんでしたので、今回１９２万円減額をさせていただくものでございます。

　以上でございます。

○議長（坪根秀介君）説明が終わりました。

　これから質疑を行います。

　質疑ありませんか。

（「質疑なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）質疑なしと認め、質疑を終了します。

　これから討論を行います。

　反対討論はありませんか。

（「反対討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）賛成討論はありませんか。

（「賛成討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。

　本案を原案のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（坪根秀介君）全会一致。よって、議案第７号、平成２４年度上毛町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）は原案のとおり可決することに決しました。

―――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（坪根秀介君）日程第９、議案第８号　平成２４年度上毛町簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）を議題とします。

　議案内容の説明を求めます。

　建設課長。

○建設課長（古原典幸君）それでは、議案第８号を御説明させていただきます。

　議案第８号、平成２４年度上毛町簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）。

　平成２４年度上毛町簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）は次に定めるところによるということで、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ８７５万７,０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ８,５２１万９,０００円とするものでございます。
　平成２５年３月５日提出。上毛町長、鶴田忠良。

　予算書の８ページをお願いいたします。
　主な内容につきましては、１款１項１目一般管理費８７５万７,０００円を減額させていただくものでございます。内容につきましては、職員の人件費及び１３節委託料ということで、安雲の配水池等除草作業の不用見込み額、これにつきましては、安雲の配水池及び上唐原の水源予定地の草刈りがなくなったことによる２６万の減額、その他委託料といたしまして、変更認可申請の入札をさせていただきましたが、その入札による不用額ということで７４０万円、さらに、今年度につきましては、８年経過しました水道のメーターボックスのつけかえをさせていただきましたので、その購入費の執行残不用額１００万円を減額させていただくものでございます。
　以上でございます。

○議長（坪根秀介君）説明が終わりました。

　これから質疑を行います。

　質疑ありませんか。
　茂呂議員。

○８番（茂呂孝志君）変更許可申請書の作成委託料、入札残ということですが、当初は１,２２０万あったと思います。かなり不用額が多いようですが。
○議長（坪根秀介君）建設課長。

○建設課長（古原典幸君）これにつきましては、１１社指名しまして、入札をいたしました。委託料につきましては、議員も存じ上げておると思いますが、最低制限確保を設けておりませんので、落札率は約２割ということで、差額分を減額させていただくものでございます。

○議長（坪根秀介君）ほかにございませんか。

　亀頭議員。

○１０番（亀頭寿太郎君）水道メーターの取りかえなんですね。２月から２月２８日までというようなことになっておるわけでございますが、取りかえたというその証明か何かは各家庭にはどのような通知をしているわけ。
○議長（坪根秀介君）建設課長。

○建設課長（古原典幸君）取りかえる前に、各家庭にいつからいつまでにこういった業者の方が取りかえに来ますのでお願いしますということで御連絡をさせていただいて、業者の方にそういう形で各家庭に行って取りかえをしていただいております。確認につきましては、業者のほうから取りかえたメーターを建設課のほうに持ってきていただきますので、それにて確認をさせていただいているところでございます。

○議長（坪根秀介君）亀頭議員。

○１０番（亀頭寿太郎君）通知のほうはそうして確かにいただいておるけども、その家庭家庭にもこうして取りかえをしましたよというような連絡というか、それがないような感じがしたものだからね。それなら、役場のほうでそれは十分確認できるということですね。
　はい、以上。

○議長（坪根秀介君）ほかに。安元議員。

○６番（安元慶彦君）私もメーターの関係ですけれども、これは創設時につけたところは全部取りかえたということになるんですか。

○議長（坪根秀介君）建設課長。

○建設課長（古原典幸君）８年を経過しますので、今から８年前に実施をさせた区域、約４３０軒ぐらいございますが、その分をかえさせていただいています。

○議長（坪根秀介君）ほかにございませんか。
（「質疑なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）質疑なしと認め、質疑を終了します。

　これから討論を行います。

　反対討論はありませんか。

（「反対討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）賛成討論はありませんか。

（「賛成討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。

　本案を原案のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（坪根秀介君）全会一致。よって、議案第８号、平成２４年度上毛町簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）は、原案のとおり可決することに決しました。

―――――――――――――――――――――――――――――――
○議長（坪根秀介君）日程第１０、議案第９号　平成２４年度上毛町奨学資金特別会計補正予算（第２号）を議題とします。

　議案内容の説明を求めます。

　教務課長。

○教務課長（岡崎　浩君）それでは、議案第９号、平成２４年度上毛町奨学資金特別会計補正予算（第２号）について御説明を申し上げます。

　今回の補正は、第１条にございますとおり、歳入歳出予算にそれぞれ３７万６,０００円を追加して、歳入歳出予算の総額をそれぞれ９５５万３,０００円とするものでございます。

　８ページをお開きいただきたいと思います。教育推進費で３７万６,０００円の補正でございます。まず１点として、２５節積立金が２０万１,０００円、これにつきましては、１月に○○○○○○氏より寄附金を２０万円いただきましたので、今回、その部分を積み立てるという部分での財源措置でございます。
　また、貸付金の１７万５,０００円につきましては、２３年度中に休学をいたしておりました専門学校生が、２４年度に復学をして、５カ月間通学し卒業するまでの経費の部分で、奨学金が５カ月分不足になりましたので、この部分を計上させていただいたものでございます。

　財源といたしましては、寄附金として１９万９,０００円の補正を組みまして、寄附金総額を２０万円とするものと、残りは１７万７,０００円繰越金を充てておる予算措置でございます。
　以上です。

○議長（坪根秀介君）説明が終わりました。

　これから質疑を行います。

　質疑はありませんか。

（「質疑なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）質疑なしと認め、質疑を終了します。

　これから討論を行います。

　反対討論はありませんか。

（「反対討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）賛成討論はありませんか。

（「賛成討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。

　本案を原案のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（坪根秀介君）全会一致。よって、議案第９号、平成２４年度上毛町奨学資金特別会計補正予算（第２号）は、原案のとおり可決することに決しました。

―――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（坪根秀介君）日程第２２、議案第２１号　指定管理者の指定について（大平湯の迫温泉「大平楽」手づくり村館）を議題とします。

　議案内容の説明を求めます。

　企画情報課長。

○企画情報課長（尾崎幸光君）それでは、議案第２１号について御説明いたします。

　議案第２１号、指定管理者の指定について。
　公の施設の指定管理者を次のように指定する。
　平成２５年３月５日提出。上毛町長、鶴田忠良。

　１、管理を行わせる公の施設の名称。大平湯の迫温泉「大平楽」手づくり村館。
　２、指定管理者となる団体の名称。特定非営利活動法人ピアハウスつばさ会。
　３、指定の期間。平成２５年４月１日から平成３０年３月３１日まで。

　理由といたしまして、上記の者を大平湯の迫温泉「大平楽」手づくり村館の指定管理者として指定するため、上毛町公の施設に係る指定管理者の指定の手続等に関する条例第５条の規定により、議会の議決を求めるものでございます。

　以上でございます。
○議長（坪根秀介君）説明が終わりました。

　これから質疑を行います。

　質疑ありませんか。

　大山議員。

○１１番（大山　晃君）湯の迫温泉の手づくり村の関係ですが、現在、山下さんがしているピアハウスの前のうどん工房と、それから現在までに使った森林組合が加工していた部分と販売をしていた部分があると思うんですが、それはどのように区別されているんでしょうか。森林組合と手を切ってしまったのか、それとも一部を補完しているのか、販売も一緒に兼ねているのか、そこら辺を説明願いたいと思いますが。

○議長（坪根秀介君）企画情報課長。

○企画情報課長（尾崎幸光君）現在は、手づくり村館については、森の風のほうに指定管理を行っております。旧さわやか市、今の森のめぐみ工房については、森林組合のほうに貸し付けをしておりまして、その貸し付けた部分を、今、山下さんのほうが森林組合からお借りして営業しているということのようでございます。２５年の４月１日からにつきましては、この前全員協議会の中で御説明した赤い範囲について指定管理を行いたいということでお願いをしております。

○議長（坪根秀介君）よろしいですか。

○１１番（大山　晃君）はい。

○議長（坪根秀介君）ほかに。亀頭議員。

○１０番（亀頭寿太郎君）３点ほどお尋ねします。
　私は、みやこハムとかいろいろな件については、エイトのほうに管理委託しなかったというようなことでもって、これはもう売却するんじゃないかと、こういうような認識を持っておるんですけど、売却するその意思はなかったのか。
　それと、指定管理にしていけば、昨年度からうちが厚労省の関係の地域の雇用対策云々というような形でもって、それにこうしたのも適用されていくのか。

　それから、使用料あたりは条例で定められていると思いますが、条例の最高金額をいただいているのかどうかと。

　それから、契約の内容ですね。非常にいい事業計画書あたりを出している管理の云々というのをうたわれておりますけども、建物に対する修理、修繕等はどのような契約内容になっているのか。まず、そこまでお願いします。

○議長（坪根秀介君）企画情報課長。

○企画情報課長（尾崎幸光君）現在、みやこハムさんがお借りしている施設、それから協議会が入っている施設につきましては、貸し工房ということでございます。それについての売却の意思はなかったかという御質問だと思いますが、町のほうといたしましても、そこを売却するということは今のところ考えておりません。

　それから、厚生労働省の緊急雇用の関係だと思うんですが、米粉を使ったたこ焼きというのを行っておりますし、また、手づくり村のにぎわい創出事業ということで、今、地域の食材を使ったレストラン等を開業しているところでございます。

　それから、使用料の関係でございますが、使用料につきましては、以前こちらのほうを有限会社大平楽、三セクのほうでやっていた契約金額をそのまま引き継いでいるような形となっております。

　建物に対する修繕の件でございますが、仕様書等々の中で、一応１０万円以上かかる建物等の修理につきましては、町のほうで修理を行いたいというふうに考えております。

○議長（坪根秀介君）亀頭議員。

○１０番（亀頭寿太郎君）私は、昨年度から、厚労省の関係でもって地元の雇用対策というようなことで非常にいい事業でもあるから、こうした関係も雇用対策の何十名か何百名かの計画があった、その中にもこれが入っていくのかなというようなことで、売却じゃなくてこうして残していく指定管理の方法というような方法をとったのかなと、こういうような感じがしておるわけです。

　それから、建物の修理あたりは、もう建物も古くなってきたり、こうした関係になってくると、どうしてもお化粧直しとか何とかといったやっていかないかん。そうすると、どうしても委託料自体は云々けど、これに伴った町の出費というのはかなりいみってくる可能性が十分あろうかと思います。
　そうしたことで、目安を前回もそうした形でしちょったのか。前回というのはおかしいけど、森の風さんのときは、○○○○○○○○○○○○○○○、１００万までは何とかというようなことで、それ以上はというようなことでありました。この建物あたりは、二、三日壁をぽろぽろとすれば１０万ぐらいかかるんだから、相手も、みやこハムさんあたりは十分営業しよるんだろうから、そこのところを少し民間のほうに持ってもらうというような方法を私はとるべきではないかと、こう思っております。

○議長（坪根秀介君）企画情報課長。

○企画情報課長（尾崎幸光君）議員さんおっしゃられるとおり、森の風に委託しているときには一応１００万を基準に、１００万以上の場合は町のほうが支払うというようなことにしております。建物については、もう十何年たっておりますので、森のめぐみ工房につきましては木造になっておりまして、外側の板でつくっている壁の部分が腐食をしておりますので、その部分の修繕費については、今回、新年度予算のほうで計上させていただいておるところでございます。

　使用料につきましても、今後、検討してまいりたいというふうに思っております。

○議長（坪根秀介君）亀頭議員。

○１０番（亀頭寿太郎君）使用料の検討だが、これは、条例は議会の議決が要りますか。

○議長（坪根秀介君）企画情報課長。

○企画情報課長（尾崎幸光君）使用料につきましては、計算式、要するに土地、建物の中で計算して使用料を出すようにしておりますので、議会の議決は必要ないのではないかなというふうに思っております。

○議長（坪根秀介君）ほかに。
（「質疑なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）質疑なしと認め、質疑を終了します。

　これから討論を行います。

　反対討論はありませんか。

（「反対討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）賛成討論はありませんか。

（「賛成討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。

　本案を原案のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（坪根秀介君）全会一致。よって、議案第２１号、指定管理者の指定について（大平湯の迫温泉「大平楽」手づくり村館）は、原案のとおり可決することに決しました。

―――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（坪根秀介君）日程第２３、議案第２２号　指定管理者の指定について（上毛町大池公園多目的運動広場・上毛町健康増進施設）を議題とします。

　議案内容の説明を求めます。

　教務課長。

○教務課長（岡崎　浩君）それでは、議案第２２号について御説明します。

　議案第２２号、指定管理者の指定について。
　公の施設の指定管理者を次のように指定する。
　平成２５年３月５日提出。上毛町長、鶴田忠良。

　１、管理を行わせる公の施設の名称。上毛町大池公園多目的運動広場・上毛町健康増進施設。
　２、指定管理者となる団体の名称。公益社団法人豊前・上毛シルバー人材センター。
　指定の期間。平成２５年４月１日から平成３０年３月３１日まで。

　理由といたしまして、上記の者を上毛町大池公園多目的運動広場及び上毛町健康増進施設の指定管理者として指定するため、上毛町公の施設に係る指定管理者の指定の手続等に関する条例第５条の規定により、議会の議決を求めるものでございます。

○議長（坪根秀介君）説明が終わりました。

　これから質疑を行います。

　質疑ありませんか。

　亀頭議員。

○１０番（亀頭寿太郎君）２点ほどお尋ねいたします。
　指定管理というようなことでもって公のこうした体育館、いろいろについては、民間に委託というようなことでもって非常に進められたことでもございましたが、最近、これを見直すというような形がだんだん出てきておるということを聞くわけでございます。特に、社会教育の社会体育部門であります健康増進につながる体育館とか運動広場あたりは、私は、今度全体的に５年前の森の風のような姿にならなかったというのは、せめてうちの直営じゃなくても、社会福祉協議会のほうでこの事業をやるのではなかろうかと、こういうような感じを持っておったわけでございます。そうした観点から見ても、指定管理の見直しをやると、町教育委員会直属といいますか、元に返していくというような姿勢、それはどういうようなお考えを持っておりますか。まずその点。

○議長（坪根秀介君）教務課長。

○教務課長（岡崎　浩君）直営という部分になりますと、当然、行政改革大綱及び集中改革プランの流れと逆になるという部分で、まず指定管理者という中での管理を第一に考えさせていただきました。

○議長（坪根秀介君）亀頭議員。

○１０番（亀頭寿太郎君）そこに勤めよったり、いろいろ今まで指定管理で関係された方が、例えで言うならば、森の風さんの場合は全体じゃったから、早い話が上毛町の人じゃない、上毛町の人の名前を使って無料で使用しよるというわけですね。そげなことでいいじゃろうかと。それはそこを無料で云々しても、温泉があるし、いろいろなのをしよるから、そちらのほうで収入を得るというような形あたりも、それはもう森の風さんがやりよるんだからそっちのほうに聞いてごらんっと話したんよね。

　今、体育館あたりの稼働率というか、特に体育館は、人口も減ってきているし、いろいろな角度から考えても、そして、もう建てて三十数年ぐらいになると、大分古くなっていろいろなところに手を入れなければならないというような姿になっておるし、合併した時点では、社会体育関係の体育館あたりも二つもあって、もう廃止していこうと、こういうような考えも持ってきたわけなんですね。そうした観点から見れば、昨年あたりの体育館の稼働率、あるいは運動場の使い道状況はどうなっているのか。ちょっとそこまで。

○議長（坪根秀介君）教務課長。

○教務課長（岡崎　浩君）稼働率という部分で、全体的な利用者数というところで申し上げますと、２３年度は、体育館、健康増進施設のほうで１万４１３名、それから多目的運動広場のほうで年間２万２,９２９名の利用があっておるという部分で、若干の推移はございますが、そんなに極端に落ちているという分ではないかと。

○議長（坪根秀介君）亀頭議員。

○１０番（亀頭寿太郎君）全体的なあれをすると体育館でも一万何人、あるいは運動広場でも云々と。人が来て利用していただくということによって、地域のいろいろなところで経済的な波及効果とかいろいろな波及効果も生まれてくるということも事実でもあろうけど、大体上毛町の人の利用率というのは、余り高いとは考えられないというような人が一般的に多いわけなんです。管理している人あたりの声を聞いてもそうした声が多くて、今まで直営に近いような形でもって取り組んでしよったときの維持管理の仕方、あるいは人に対する対応の仕方は余りいい評価が出ていないというようなことを耳にするわけなんです。
　そうした観点から立てば、社会体育の関係の教育行政の一環としては、私は直営に返っても何ら住民の福利厚生に逆行した行き方とは考えられんと思う。今は、北九州あたりも大分こうしたのは割と返ってきてるんやないかね、近くでは。そうした話も聞かれるものだから、そういったことを十分検討の上、管理委託するところにサービスの低下をしないような方法をしてください。

　それから、民間になって、役場も指導しているんですよ。ここの木あたりもずっと切りよったのが、１時間に３００円か４００円しか日給をくれんのにできるわけあるかということです。だから、地域の住民との接触あたりが、役場はあんなのを雇っていいのかというような形になる。
　私も一般質問でやりましたけど、やっぱりそうした形が多いんですよ。だから、利益を上げるようなそうしたところは民間委託の云々もあろうけど、やはりこうした教育につながる云々というようなことでもって発想した建物等は、私は社会福祉協議会でいいと思う。そうしたようなふうに、行政として、見直すところは十分見直していくのが住民サービスにつながる一環ではなかろうかと、私はこう考えるけどね。

○議長（坪根秀介君）答弁はよろしいですか。

○１０番（亀頭寿太郎君）もういいです。

○議長（坪根秀介君）ほかにございませんか。
　大山議員。

○１１番（大山　晃君）２点お尋ねします。
　１点は県道沿いの緑地帯の管理は誰がするのか。もう１点は、旧野営訓練所ですが、あれはまだ遊具があったりして、その管理はどこがやるのかをお尋ねいたします。

○議長（坪根秀介君）企画情報課長。

○企画情報課長（尾崎幸光君）旧野営訓練所の跡につきましては、この前１月３０日にお願いしたエイトさんのほうにお願いをするということになっております。道路のほうにつきましては。
○議長（坪根秀介君）教務課長。

○教務課長（岡崎　浩君）今回、私どもが御提案している部分につきましては、先般の全員協議会の際にお示ししたピンクでしている部分で、当然、グラウンド、それから健康増進施設に隣接した部分については、今回の指定管理の中に入っているという部分です。道路については入っておりません。

○議長（坪根秀介君）大山議員。

○１１番（大山　晃君）道路の緑地はどこがするの。エイトさんがするの。
○議長（坪根秀介君）企画情報課長。

○企画情報課長（尾崎幸光君）ログハウスに上っていく道がございます。あれから東といいますか、部分についてはエイトさんのほうにお願いするような形になろうかと思います。

○議長（坪根秀介君）大山議員。

○１１番（大山　晃君）今まで森の風さんにお願いしておったと思うんですが、清掃等、草刈り等をしてないというか、ずさんなために、今まで非常にイメージが悪かったわけですよ。今度はそういうことのないように、ひとつ御指導をお願いしたいと思います。

○議長（坪根秀介君）企画情報課長。

○企画情報課長（尾崎幸光君）私どもも森の風には再三再四申し上げておったんですが、やっぱりできてないということで、大変申しわけなく思っております。今回、新たな指定管理者になるということで、その辺についても事業計画の中で上げていただいておりますので、それを実施するようにお願いしたいというふうに思っております。

○議長（坪根秀介君）三田議員。

○５番（三田敏和君）最後に確認ですが、そうすると、今期末まで大池公園周辺ということでやっておった指定管理の部分がそれぞれ三つに分かれますよね。そこから外れる場所はないというふうな認識でよろしいんですか。
○議長（坪根秀介君）企画情報課長。

○企画情報課長（尾崎幸光君）はい、外れるところはございません。
○議長（坪根秀介君）三田議員。

○５番（三田敏和君）それで、先ほど管理が不完全というようなことで、要はボランティアが入っていろいろ草刈りをやっていただいていたところがありますよね。そういうところは、そういうことはなく今の指定管理で十分やっていけるということになりますね。
○議長（坪根秀介君）企画情報課長。

○企画情報課長（尾崎幸光君）ボランティアがやっていたところにつきましては、森の風との話し合いの中で、協議会のほうが場所を借りております。その家賃を払わないでよくするためにボランティアで草を刈っていたということでございます。
○議長（坪根秀介君）三田議員。

○５番（三田敏和君）そしうたら、今後の中ではそういうことがないということなんですかね。
○議長（坪根秀介君）企画情報課長。

○企画情報課長（尾崎幸光君）それは、新たな指定管理者のほうが、そこの家賃を取らなければそういうことが発生するおそれはあると思うんですが、家賃を取ったら指定管理のほうが行うというふうになります。
○５番（三田敏和君）それはどこなんですか。場所だけ教えてください。どこのところを借りているんですか。
○議長（坪根秀介君）企画情報課長。

○企画情報課長（尾崎幸光君）地域づくり協議会が借りておりますいぶきの里でございます。

○議長（坪根秀介君）ほかに質疑はありませんか。

○議長（坪根秀介君）安元議員。

○６番（安元慶彦君）委託料の８５０万については、これはちょっと高いのか安いのか比較のしようがないわけなんですけど、ただ、委託のありようとして、いわゆる地元、例えば大ノ瀬の官衙遺跡でしたら、大ノ瀬の自治会長さんを中心に管理をやっていただいておるというような事例もありますけど、やっぱりこういったものは周辺の方々にそういうお願いをすると、地域密着型になって非常に効率的な運営といいますか、管理ができるんじゃないかという感じがするんですけど、そこら辺の検討は全然なかったんですか。
○議長（坪根秀介君）教務課長。

○教務課長（岡崎　浩君）今回、御提案しております多目的運動広場と健康増進施設は、大ノ瀬官衙遺跡みたいに地域のボランティアの方々という部分のレベルを若干越えているさまざまな管理体制がございますので、しっかりとした法人で、しかも公共的法人という部分の中で選定させていただいたというふうに御理解いただきたいと思います。
○議長（坪根秀介君）安元議員、よろしいですか。

○６番（安元慶彦君）はい。

○議長（坪根秀介君）ほかに質疑ありませんか。

（「質疑なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）質疑なしと認め、質疑を終わります。

　これから討論を行います。

　反対討論はありませんか。

（「反対討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）賛成討論はありませんか。

（「賛成討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。

　本案を原案のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（坪根秀介君）全会一致。よって、議案第２２号、指定管理者の指定について（上毛町大池公園多目的運動広場・上毛町健康増進施設）は、原案のとおり可決することに決しました。

―――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（坪根秀介君）これから議題の委員会付託を行います。

　３月１日議会運営委員会の協議結果を資料として配付しております。

　運営資料４ページと５ページの委員会付託表をごらんください。

　付託案の朗読に際しても議案名の朗読は省略します。

　議案第１０号、議案第１２号、議案第１４号、議案第１５号、議案第１６号、議案第１７号、議案第１８号、議案第２３号（所管分）、議案第２６号、議案第２７号、議案第３０号、議案第３１号、議案第３２号、議案第３３号、発議第１号及び発議第２号の１６件は総務、産業・建設常任委員会へ。

　議案第１１号、議案第１３号、議案第１９号、議案第２０号、議案第２３号（所管分）、議案第２４号、議案第２５号、議案第２８号及び議案第２９号の９件は文教・厚生常任委員会へそれぞれ付託いたしたいと思いますが、これに御異議ありませんか。

（「異議なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）異議なしと認めます。

　したがって、お手元に配付の委員会付託表のとおり、所管の常任委員会に付託することに決定しました。

―――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（坪根秀介君）続いて、各常任委員会の開催日についてお諮りいたします。

　運営資料７ページ、委員会日程表をごらんください。

　各常任委員会の開催日は、議会運営委員会で決定いただいた日程のとおり決定したいと思いますが、これに御異議ありませんか。

（「異議なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）異議なしと認めます。

　したがって、常任委員会の開催日は、運営資料委員会日程表のとおり開催することに決定しました。

　以上で本日の日程は全て終了いたしました。

　本日はこれにて散会します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　散会　午後　２時４６分
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